
第４期第１０回戸田市男女共同参画推進委員会 

 

日 時：令和６年１１月２１日（木） 

午前１０時から１１時３０分（予定）まで 

場 所：上戸田地域交流センター３階 研修室 

 

次   第 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 議 題    

【報告】（１）第五次戸田市男女共同参画推進計画の進捗状況調査結果について 

(２) 戸田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度の自治体間連携 

について 

（３）ピンクリボンフライベントにおける啓発活動の結果について 

 

【議事】（１）子ども向け条例パンフレットの内容について 

     （２）今期の委員会取組事項のまとめについて 

     （３）その他 

 

４ 閉 会 



元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度

Ⅰ
◇市内の全中学校で異性の尊重について学ぶ機会をつ
くります。【新規】

2校 6校 6校 6校 6校 6校 - - - - 全6校
教育政策室/
学校へのアンケート調査

◇DV相談を知っている人の割合を増やします。 14.9% - - - - 7.8% - - - - 30.0%
協働推進課/
市民アンケート調査

◇「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分
担に同感しない市民の割合を増やします。

34.2% - - - - 65.9% - - - - 44.0%

◇LGBT の内容まで知っている人の割合を増やします。
【新規】

18.0% - - - - 48.8% - - - - 38.0%

3
男女共同参画の視点に
立った教育・学習の充実

◇市内の全小学校で男女共同参画の大切さを学ぶ機会
をつくります。【新規】

7校 9校 12校 12校 12校 12校 - - - - 全12校
教育政策室/
学校へのアンケート調査

Ⅱ 4
地域活動における
男女共同参画の推進

◇地域活動に参加している人の割合を増やします。 52.4% - - - - 40.1% - - - - 63.0%
協働推進課/
市民アンケート調査

5
防災及び防犯における
男女共同参画の推進

◇防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が
必要であると思う人の割合を増やします。【新規】

75.6% - - - - 74.3% - - - - 86.0%
協働推進課/
市民アンケート調査

◇ワーク・ライフ・バランスの内容まで知っている人の割
合を増やします。

18.2% - - - - 37.8% - - - - 44.0%

◇ワーク・ライフ・バランスを実感している人の割合を増
やします。（※2）

50.3% - - - - 50.8% - - - - 62.5%

◇保育園の受け入れ人数を増やします。【新規】 3,795人 4,091人 4210人 4221人 4201人 4,175人 - - - - 4,200人 保育幼稚園課

◇介護予防のためのTODA元気体操 を行う通いの場を
増やします。【新規】

18箇所 24箇所 24箇所 28箇所 36箇所 40箇所 - - - - 48箇所 健康長寿課

Ⅲ 8
働く場における男女共同
参画の推進

◇職場における男女の地位が平等だと感じる人の割合
を増やします。【新規】

20.3% - - - - 24.8% - - - - 27.0%
協働推進課/
市民アンケート調査

◇再就職の支援講座の理解度を高めます。【新規】 - 87.9% 100% 97.5% 95.8% 99.86% - - - - 80.0% 経済戦略室

◇女性の30～39歳の労働力率を高めます。【新規】 67.2% - - - 77% - - - - - 74.0% 経済戦略室/国勢調査

◇審議会等の女性委員の比率を高めます。 27.6% 28.0% 26.7% 27.1% 28.1% 28.0% - - - - 40.0% 協働推進課/庁内調査

◇男女共同参画人材リスト（旧「女性人材リスト」）の登録
者を増やします。

29人 31人 35人 35人 35人 42人 - - - - 58人 協働推進課

11
生涯を通じた健康づくり
への支援

◇健康だと思う人の割合を増やします。 78.6% - - - 77.1% - - - - - 85.0%
福祉保健センター/
健康づくりに関する市民
アンケート調査

Ⅳ 12
男女共同参画の推進拠点
の充実

◇『あいパル』が男女共同参画の推進拠点であることを
知っている人の割合を増やします。【新規】

16.5% - - - - 16.2% - - - - 33.0%
協働推進課/
市民アンケート調査

◇役付職員に占める女性の割合を県内市町村平均まで
増やします。

24.1% 24.1% 23.1% 22.7% 21% 21.3% - - - - 29.0%

◇男性職員の育児休業取得率を高めます。 13.2% 36.1% 39.1% 41.4% 73.9% 68.4% - - - - 15.0%

14
連携と協力による推進体制
の整備

◇戸田市男女共同参画推進条例を知っている人の割合
を増やします。【新規】

3.0% - - - - 3.2% - - - - 14.0%
協働推進課/
市民アンケート調査

(※1)市民意識調査等の結果を目標値に設定している項目において、調査を実施していない年度は「-」となっています。

(※2)算出基準について、従来は「仕事と自分の活動と家庭生活をバランス良く重視」のみの割合でしたが、算出基準を見直して「仕事と自分の活動を優先」＋「仕事と家庭生活を優先」＋「仕事と自分の活動と家庭生活をバランス良く重視」の割合の合計としました。

施　策

2
男女共同参画及び多様な
性に関する意識啓発

目標値 担当課所/方法等

協働推進課/
市民アンケート調査

当初値指　標
進捗状況（※1）

協働推進課/
市民アンケート調査

人事課

目　標

7

地
域
や
家
庭
の
暮
ら
し
を
支
え
あ
え

る
ま
ち

女性の就業・起業の支援9

お
互
い
の
人
権
を
大
切
に
で

き
る
ま
ち

1
身近な人からの暴力被害の
根絶

6

子育てや介護を支援する
体制の整備

政策・方針決定過程への
男女共同参画の促進

10

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち

連
携
と
協
力
で
取
り

組
み
を
進
め
る
ま
ち

庁内の男女共同参画の推
進

13

ワーク・ライフ・バランス
の推進

第五次戸田市男女共同参画計画改訂版 目標値管理シート

第４期第１０回
戸田市男女共同参画推進委員会

報告１



［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策１．身近な人からの暴力被害の根絶

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

11

実
施
し
た

内
容

・デートＤＶ防止講演会を対面形式にて市内6校で実施した。
・パープルリボンキャンペーンを実施した。
・相談窓口一覧チラシ、関係機関の紹介カード、チラシ（講座情報含む。)、ポスター、広報、ホームページ等を活用して周知した。ま
た、成人式、デートDV防止講演会で周知カードを配布し、若年層への周知を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

教育政策室、中学校と連携し、周知・啓発に務めた。また、関係機関と連携し、ＤＶ防止に関する啓発を概ね計画どおり行うことがで
きた。引き続き様々な手法で啓発活動に取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにて、「戸田市配偶者暴力（DV)相談支援センター」の紹介をする等、情報提供を行った。
・3月にパープルリボンキャンペーン（埼玉県パープルリボンタペストリー）を設置した。
・11月に「みんなでコバトンをつくろう　STOP！DV」を開催した。
・11月に男女共同参画情報コーナーにて、パープル・ライトアップを実施した。
・男女共同参画情報コーナーにて、11月に「デートDV防止啓発ポスター展」（21日間）パネル展を実施した。
・11月号にて「女性に対する暴力をなくす運動」を取り上げ、DV防止について特集し意識啓発した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・パープルリボンキャンペーンは大きなイベントに合わせて実施し、389本のリボンが集まり、小さな子どもから高齢者まで幅広い世
代に向けて周知と啓発をすることができた。
・「みんなでコバトンをつくろう　STOP！DV」は5日間開催し、11人が参加した。参加者へ「女性に対する暴力をなくす運動」期間につ
いて説明するほか、男女共同参画情報コーナーに興味を持ってくださる方へ、コーナーやパネル展の説明をすることで啓発活動を
行った。
・昨年と同様にパープル・ライトアップ事業に参加し、男女共同参画情報コーナーにパープルのLEDを設置した。開館から閉館まで
実施し、立ち寄る方に取り組みについて声をかけ、DV防止について啓発することができた。

担当課
評価 B

22

実
施
し
た

内
容

相談延べ件数６２件
・事務及び被害者への支援を実施した。
・配偶者暴力相談支援センターの窓口の周知を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・配偶者暴力相談支援センターとして、関係機関との連携を図りながら、適切に支援を実施した。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・相談窓口の設置及び情報コーナー、ミニコミ誌、男女共同参画リーフレット、HP等を用いて周知を行った。
・保健師による「こころとからだの健康相談」を31回実施（相談65件）した。
・「戸田市配偶者暴力（DV)相談支援センター」カードを各トイレに設置（70枚配布）した。
・あいパル独自の相談カードをトイレや情報コーナーに設置、配布した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

男女共同参画参画に関する相談は18件あり、うち2件を配偶者暴力相談支援センターを紹介した。今後も相談内容に応じて適切な
機関へとつなげる。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

子どもに関する虐待の未然予防、再発防止、家庭の福祉的課題への支援を実施した。虐待の可能性があるという関係機関からの
対応にも応じた。なお、重篤な事例の発生はなかった。
相談延件数14,337件

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

関係各課や児童の所属機関との共通の考え方による役割の遂行が緊密な連携の課題である。

担当課
評価 B

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

各種資料の展示及びDV相談窓口の周知。
ミニコミ誌にて情報提供と啓発。
大規模イベントで啓発活動を行う。

相談窓口の設置及び情報コーナー、ミニコミ誌、HP等を用いての周知。
相談窓口カードを男女共同参画情報コーナーやトイレに設置。
戸田市福祉保健センターとの連携を図り、関係機関の資料を揃え、相談窓口の選択を広げる。

・情報コーナー、イベント等における各種資料（情報紙等含む）の掲示・配架及びDV被害者への各種機関等の情報提供。

実

績

く
ら
し
安
心
課

実

績

あ
い
パ
ル実

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・ＤＶ相談窓口の周知
・ＤＶ被害者に対する相談の実施

専門の資格を有する家庭児童相談員を配置し、子どもに関する様々な悩みごとや家庭問題（ＤＶ含む）の相談及び支援を実施す
る。

Ｄ
Ｖ
の
防
止
に
向
け
て

、
講
座
の
開
催
や
情
報
提
供
を
行
い

、
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
活
動
を
充
実
し
ま

す

。

く
ら
し
安
心
課

実

績

あ
い
パ
ル実

績

親
子
健
や
か
室

Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
の
充
実

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
の
充
実

暴
力
を
許
さ
な
い
意
識
の
醸
成

被
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

、
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実
及
び
相
談
窓
口
の
周
知
を
図
り
ま
す

。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策１．身近な人からの暴力被害の根絶

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

3

実
施
し
た

内
容

保護件数0件
関係課職員と被害者の状況について情報共有し、自立に向けた支援調整を図った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

自主避難等の案内をしたことで、被害者に適切な支援を行うことができた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

DV被害者で生活に困窮している者に対し、相談を実施し、必要な者には生活保護制度を適用し、生活の基盤を整える支援を行っ
た。また、生活保護制度を適用した後に、就労支援員と連携し、自立に向けた支援をした。
生活保護制度の適用までに至らない生活困窮状態にある者については、生活自立相談センターを活用し、生活困窮状態からの脱
却に向けた支援を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

DV被害者の生活基盤の整備について、関係各課と連携を取り、支援ができた。今後も取組を継続していく。

担当課
評価

B

実
施
し
た

内
容

相談対応のなかで、虐待の疑いがある場合について、重症度、緊急性、DVの有無等をアセスメントし、必要に応じて一時保護のた
めの連携等を行い、継続的に相談に対応した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

福祉保健センターと連携し、実際に、保護に結び付いた事案もあった。子どもへの支援とともに、家庭の自立への一助となった。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

令和５年６月及び１１月の市営住宅空室に際し、優遇措置を講じた公募を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

令和５年度には申込者に該当者がおり、優遇措置を行った。今後も継続して優遇措置を行っていく。

担当課
評価 B

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

生活保護制度を利用し、生活の基盤を整えていく。併せて就労支援員と連携し、自立に向けた支援を行う。また、生活保護までに至
らない生活困窮状態にある場合は生活自立相談センターを活用し、生活困窮状態からの脱却を支援する。

・関係機関との連携による被害者保護
・被害者の状況に応じて、個々の支援

予
定
す
る

事
業
内
容

被害者に子どもがいる場合には、必要に応じて一時保護やその他社会資源を活用し、関係機関と連携しながら支援する。

建
築
住
宅
課

実
 
 

績

DV被害者に対する市営住宅入居支援
・市営住宅申込時に１つ付与される抽選番号を、ＤＶ被害者に対しては２つ付与する優遇措置の実施予

定
す
る

事
業
内
容

親
子
健
や
か
室

実
 
 

績

実
 
 

績

生
活
支
援
課

実
 
 

績

被
害
者
の
自
立
等
に
関
す
る
支
援
体
制
の
充
実

被
害
者
が
自
立
で
き
る
よ
う

、
様
々
な
支
援
体
制
を
提
供
し
ま
す

。

く
ら
し
安
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課
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策１．身近な人からの暴力被害の根絶

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

4

実
施
し
た

内
容

戸田市犯罪被害者等支援庁内連絡会議を書面開催し、情報共有を図った。
相談者の支援について、各課との連携・調整を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き、相談者への支援、市民及び職員への情報提供に努めたい。

担当課
評価 B

3 5

実
施
し
た

内
容

犯罪被害者庁内連絡会議を書面開催し、配偶者暴力相談支援センター窓口の周知と、被害者支援にあたり必要な情報の共有を
図った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

より多くの市民に関心・ 興味をもってもらえるような周知方法を検討していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・全戸訪問や乳幼児健診、相談等で支援が必要な家庭を把握し、支援を実施した。
・児童相談所やこども家庭支援室と連携し、虐待ケースの対応を行った。
・乳幼児健診、相談等でDVの相談窓口を周知、啓発を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

関係機関と連携し、虐待リスクの高いケースの対応を実施した。今後も継続していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

要保護児童対策地域協議会において、児童虐待の未然防止及び早期発見、早期対応、再発予防の観点で個別ケース会議を実施
した。
個別ケース検討会議件数２８回開催。
また、児童虐待防止推進月間において、虐待通告への必要性と理解を求めるために啓発キャンペーンを実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

要保護児童対策地域協議会において、保健所による技術支援が得られ、医師等の協力や助言が得られたことで、個別ケース検討
会議が充実した。
児童虐待防止推進月間については、チラシ・啓発品（ウェットティッシュ）を保育園や学校に配布した。

担当課
評価 B

要保護児童対策地域協議会において、関係機関との連携のもと、児童虐待の未然防止及び早期発見、早期対応を実施。
児童虐待防止月間において、啓発活動を実施。

・全戸訪問や乳幼児健診、相談等で支援が必要な家庭を把握し、支援の実施
・関係機関と連携し、虐待の対応
・乳幼児健診、相談等でDVの相談窓口を周知、啓発

関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

本
市
に
お
い
て
一
体
的
に
D
V
被
害
者
に
対
す
る
支
援
を

行
う
た
め

、
庁
内
外
を
問
わ
ず
関
係
機
関
に
お
け
る
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
い
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

戸田市犯罪被害者等支援庁内連絡会議において、DV被害者に対する支援を含め、情報共有及び各課の連携体制を強化していく。

Ｄ
Ｖ
に
関
連
し
て
発
生
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
や
児
童
虐
待
等
を
防
止
す
る
た
め

、
啓
発
を
行
う
と
と
も
に

、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

親
子
健
や
か
室実

 
 

績

親
子
健
や
か
室実

 
 

績

外部機関との連携の強化と関連各課への情報提供、市民への相談窓口の周知

く
ら
し
安
心
課実

 
 

績

く
ら
し
安
心
課実

 
 

績

D
V
に
関
連
す
る
ス
ト
ー
カ
ー

、
児
童
虐
待
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実

Ｄ
Ｖ
に
関
連
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
・
児
童
虐
待
防
止
等
の
推
進
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策２．男女共同参画及び多様な性に関する意識啓発

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

4 6

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報紙「つばさ」（第７０号）において、言葉の性差意識に関する特集を組むとともに、相談窓口情報を掲載し、周知
を行った。
・困った時の相談窓口一覧、関係機関からの情報（性的マイノリティ、性被害防止等）を情報コーナー、HP、市内公共施設にて周知
した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

情報の掲示・配架及び相談窓口等を周知できた。引き続き様々なツールを活用して、周知活動に取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにて、各機関のパンフレットやチラシ、ポスターを設置し情報提供と意識啓発を行った。
・男女共同参画情報コーナーにて、10月に「セクシュアルハラスメントのない社会へ」（9日間）パネル展を実施した。
・1階多目的室5（市民ギャラリー）にて、10月に「人権ポスター展」を開催（7日間、来場者108人）した。
・10月に「人権講演会　パラアスリート山下千絵選手の挑戦」を開催（参加者延べ23人）した。
・上戸田分館の男女共同参画書架と連携し、男女共同参画情報コーナーにて、ハラスメント関連図書及び資料の展示を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・「人権ポスター展」は、近年の人権問題として取り上げられる男女共同参画やネットに関するポスターを主に40枚展示した。時代に
よって注目される問題の移り変わりや、過去の人権問題が現在も残っていることについて周知するきっかけとなり、子どもから高齢
者まで幅広い年代の方に啓発できた。
・「人権講演会」では、義足アスリートによる講義や交流、スポーツ義足の体験を通じ、障がいがある人もない人も一人一人が大切な
存在であることを伝え、子どもから高齢者まで幅広い年代の方に啓発できた。

担当課
評価 Ａ

実
施
し
た

内
容

市民向けの研修会及びパネル展において、LGBTに関するパンフレットを含む啓発品を配布した。また、人権啓発コーナーにパンフ
レットを配架した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

啓発を実施することで、性的マイノリティの理解促進を図れた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・市内３小学校で人権の花運動を実施し、児童が人権を考える契機を提供した。
・人権擁護委員による人権相談を定期的に実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

協力して花苗を植えながら、子供達が人権を考える良い機会を提供することができた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

【人権講演会】実施日：1/13
参加者数：延べ64名（オンライン、オンデマンド開催）
【指導者研修会（町会役員・PTA役員・市職員等対象】
実施期間：11/1・7・13・24
参加者数：延べ414名（対面272名、オンデマンド142名）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

多くの市民をはじめ、市職員も参加し、人権意識の向上に役立った。

担当課
評価 A

協
働
推
進
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル実

 
 

績

・情報コーナー、イベント等における各種資料の掲示・配架及び相談窓口等の情報提供。
予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画情報コーナーで情報提供し、意識啓発を行う。
県相談機関と連携を行い、被害者支援のための情報収集と提供をする。
特集パネルを展示する。

生
涯
学
習
課

実
 
 

績

行
政
管
理
課

実
 
 

績

く
ら
し
安
心
課

LGBTに係るパンフレットを研修会等にて配布する。また、人権啓発コーナーに配架する。

性差別に限らず、人権を尊重できる世の中になるよう、国と連携して実施している小学生に向けた人権の花運動の推進。人権擁護
委員による人権相談の実施。

・市民・職員向け人権講演会、指導者研修会の実施

人
権
尊
重
に
関
す
る
意
識
の
醸
成

差
別
を
防
止
す
る
意
識
啓
発
の
推
進
と
相
談
業
務
の
充
実

性
別
等
に
よ
る
差
別
や
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

、
広
く
啓
発
を
行
い
ま
す

。

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策２．男女共同参画及び多様な性に関する意識啓発

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

5 7

実
施
し
た

内
容

・「性の多様性」を内容とした職員男女共同参画研修会を実施した。
・「戸田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度」について、パートナーの届出が２件あった。
・申請書等における性別欄の見直し方針を一部改正するとともに周知を行った 。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

男女共同参画情報紙などを活用した周知により、市民の理解の促進を図ることができた。
申請書等の性別記載欄については、見直し方針に基づき庁内への周知を進めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

市民向けの研修会及びパネル展において、LGBTに関するチラシを含む啓発品を配布した。また、人権啓発コーナーにチラシを配架
した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

啓発を実施することで、性的マイノリティの理解促進を図れた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

令和5年9月28日に、「人権問題研修」を実施し、職員17名が受講した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

予定事業を達成することができた。今後も継続的に実施していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

県主催の研修会への参加を推進した。また、市の初任者研修、臨時的任用研修においても研修を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も研修会への積極的な参加を促すとともに各校でも積極的な研修会の実施を求めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにて、各機関のパンフレットやチラシ、ポスターを設置し情報提供と意識啓発を行った。
・男女共同参画情報コーナーにて、ティーンズ向けブックガイド「LGBTQ＋ブックリスト」を設置（28部配布）した。
・男女共同参画情報コーナーにて、6月に「多様な性　知っていますか」（8日間）パネル展を実施した。
・ミニコミ誌6月号にて「男女共同参画週間」を取り上げ、多様性について特集し意識啓発をした。
・上戸田分館の男女共同参画書架と連携し、男女共同参画情報コーナーにて、LGBTQ＋関連図書及び資料の展示を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も多種多様な媒体を活用し、引き続き様々な世代へ性的マイノリティへの理解促進のための意識啓発に取り組んでいく。

担当課
評価 B

人
事
課実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

・市民向け啓発事業の実施。
・パートナーシップ制度の運用。

LGBTに係るパンフレットを研修会等にて配布する。また、人権啓発コーナーに配架する。

LGBT等の性的マイノリティに関する内容を含む「人権問題研修」を実施。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

行
政
管
理
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
の
促
進

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
支
援
の
充
実

LGBTQ等の性的マイノリティへの理解促進のための意識啓発

性
的
指
向
や
性
自
認
に
よ

っ
て
生
き
づ
ら
い
環
境
が
生
じ
な
い
よ
う

、
L
G
B
T
等
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
理
解
促
進
の
た
め
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に

、
学
校
教
育
や
行
政
対
応
に
お
け
る
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す

。

教
育
政
策
室

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・初任者研修及び校内の人権教育研修会を実施し、意識啓発を行う。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策２．男女共同参画及び多様な性に関する意識啓発

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

6 8

実
施
し
た

内
容

・「広報戸田市」にて事業等の周知を行った。
・男女共同参画情報紙「つばさ」第69号、第70号を発行し、町会・自治会回覧、市内公共施設、関係機関への配布、HP掲載の周知
を実施した。
・条例パンフレット（子ども用）等を市内全小学校5年生の児童へ配布した。また、条例啓発パンフレット（一般用）を情報コーナー等
にて周知した。
・各種資料、啓発品等をイベント、啓発活動等にて積極的に活用した。
・HPにて、男女共同参画推進の拠点「あいパル」の周知をはじめ男女共同参画に関する情報を周知し、また、市のソーシャルメディ
アを活用して情報を発信した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

多様な媒体を活用し、男女共同参画推進に関する周知啓発を実施できたので、引き続き取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・「広報戸田市」掲載による周知・啓発を行った。
・ミニコミ誌を活用し啓発した。
・あいパル男女共同参画推進リーフレットを4,500部発行し、全町会に回覧した。
・各種資料の掲示・配架を行った。
・ホームページ、Instagram、twitter等のSNSを活用し啓発した。You Tube「あいパルチャンネル」では、「アクティブ避難DAY2024に
行ってみよう！」「『あいパルみんなの防災DAYS2024』を開催しました！」を公開した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も多種多様な媒体を活用し、引き続き様々な世代への男女共同参画に関する周知啓発に取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・広報10月号で、男女共同参画の推進拠点である上戸田地域交流センター（あいパル）の紹介や、男女共同参画事業の一環で開
催されている「父の日おやこパンづくり」の写真を表紙に起用するなど、周知・啓発のための記事を掲載した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

広報への掲載により、市民の男女共同参画への理解促進を図れた。引き続き、関連事業の取材に行くなど、周知啓発の機会を設
けたい。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

あいパル内の上戸田分館に男女共同参画の専用書架を設置し、定期的な図書の購入・特集棚の設置をしている。特集棚では、約
2ヶ月おきにテーマを変えて資料の展示を行っている。5月～6月に市民大学講座に合わせて行った展示では、ブックリストを図書館
HPに掲載し、周知を図った。1階の情報コーナーでは新刊書籍の案内を掲示している。
中央図書館では、男女共同参画週間にあわせた啓発のための展示を行った。ワーク・ライフ・バランス、女性の労働、子育て、ジェン
ダー、ハラスメントなどの本を集め展示し、その様子や展示資料をHPで周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

定期的にテーマを変えた展示を実施することで、利用者への周知と啓発が進み、さらに施設1階の情報コーナーとの相乗効果も得ら
れた。

担当課
評価 B

図
書
館実

 
 

績

協
働
推
進
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

市
長
公
室

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

男
女
共
同
参
画
の
啓
発
・
意
識
改
革

多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

・「広報戸田市」掲載による周知・啓発
・男女共同参画情報紙「つばさ」の発行（年2回）
・条例パンフレットの見直し、配布。
・各種資料の掲示・配架。
・HPによる啓発

「広報戸田市」にて事業等の周知する。
ホームページ、インスタグラムやFacebook等を有効的に活用し、情報発信や意識啓発を行う。
ミニコミ誌を活用した啓発を行う。

・「広報戸田市」の特集等で、年1回以上、男女共同参画に関する情報を掲載する。

予
定
す
る

事
業
内
容

「
広
報
戸
田
市

」
へ
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
の
掲
載
や
男
女
共
同
参
画
情
報
紙

「
つ
ば
さ

」
の
発
行

、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
啓
発
冊
子
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す

。

・男女共同参画関連図書の展示、貸出、排架
・図書館上戸田分館での男女共同参画コーナーでの展示
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策２．男女共同参画及び多様な性に関する意識啓発

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

9

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画パネル展を市役所2階ロビーで６月に実施し、啓発を行った。
・啓発活動（啓発品配布、資料配架等）をあいパルお誕生日会にて実施した。
・あいパル主催の男女共同参画フォーラムの開催に協力した。
・関係機関の各種講座等の情報を、情報コーナーにおいて周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

パネル展等を通し、男女共同参画に関する意識啓発を実施できた。引き続き様々な手法で周知活動に取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・11月に男女共同参画フォーラム『東大女子学生に聞く～「理系という選択」と「サイエンスの楽しさ・可能性」～』を開催（参加者24人）した。
・男女共同参画情報コーナーにて、6月に「多様な性　知っていますか」（8日間）、9月に「わたしたちの声をもっと社会へ」（15日間）、10月に「セクシュ
アルハラスメントのない社会へ」（9日間）、11月に「デートDV防止啓発ポスター展」（21日間）のパネル展を実施した。防災DAYSにて「”わたし”の防
災対策」パネル展を開催（6日間、来場者392人）した。
・防災DAYSにて「避難所運営ゲームHUG体験」（参加者33人）、「男女共同参画の視点で考える避難所運営と防災ブレスレットづくり」（参加者18
人）、「アクティブ避難DAY2024」（参加者38人）を開催した。
・ミニコミ誌1月号にて、「避難所でみんなが困らないために、日ごろの男女共同参画の視点が大事」を掲載した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・防災DAYSにて、避難所運営に関連する事業を実施し、市民自らが積極的に避難所運営に関わる姿勢について、女性の視点で考
える大切さを啓発した。
・3月のパネル展では、防災グッズの実物を展示・販売するなどの工夫を行い、来場者を増員できた。多くの方に意識啓発し、防災
講座の参加にもつなげられた。
・男女共同参画情報コーナーでのパネル展実施回数を増やし、多種多様なテーマを取り上げるとともに、より多くの方に意識啓発す
ることができた。

担当課
評価 Ａ

7 10

実
施
し
た

内
容

・「女性情報」から、海外の男女共同参画に関する情報を収集した。
・情報コーナーに国や県の関係機関からのリーフレット等を配架・掲示した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も継続して、情報収集や提供を行っていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにリーフレット等を設置した。
・男女共同参画情報コーナーにて、9月に「わたしたちの声をもっと社会へ」（15日間）を実施した。
・上戸田分館と連携し、同分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、情報提供、関連図書の展示及び貸出を行っ
た。
・ミニコミ誌5月号にて、「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」を取り上げ、「クオータ制で解決？」を掲載した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

上戸田分館と連携して取り組み、情報の収集及び提供を行った。定期的に上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コー
ナー）のテーマを変え、展示貸出に工夫をこらした。「女性情報」は、上戸田分館男女共同参画書架に配架している。
来年度以降も、ミニコミ誌等で世界の取り組みを取り上げ、男女共同参画の視点で情報発信していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

上戸田分館で女性問題、男女共同参画に関する国際的な取組に関する資料収集、展示、排架を行った。特に、5月～6月は戸田市
民大学講座「ジェンダーと学問研究」に合わせた展示を行った。講座の内容として、ラテンアメリカ史と女性に関することなどが取り
上げられていたため、フェミニズムや民族に関連がある本を選び展示した。
中央図書館では男女共同参画週間にあわせた啓発のための展示を行った。ワーク・ライフ・バランス、女性の労働、子育て、ジェン
ダー、ハラスメントなどの本を集め展示した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

展示を行うことで利用者への周知・啓発ができた。また上戸田分館では、施設1階の男女共同参画情報コーナーとの相乗効果も
あった。

担当課
評価 B

図
書
館実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画情報コーナーにリーフレット等を設置。上戸田分館書架で関係図書を展示貸出。「女性情報」を上戸田分館男女共同
参画コーナーに配架。

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

協
働
推
進
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

・女性問題に対する海外の資料収集と提供による啓発。
・男女共同参画の視点に立った国際的な取り組み（女子差別撤廃条約等）の啓発のため資料の配架、掲示。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
演
会
・
講
座
等
の
開
催

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
各
種
講
演
会

、
講
座
等
の
開
催
を
通
じ

、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
図

り
ま
す

。

国
際
理
解
の
推
進
に
よ
る
啓
発
・
意
識
改
革

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
世
界
の
取
り
組
み
に
関
す
る
啓
発
の
推
進

広
く
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
理
解

、
推
進
を
図
る
た
め

、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
国
際
的
な
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
提

供
を
行
い
ま
す

。

・女性問題、男女共同参画に関する国際的な取組に関する資料収集、展示、排架を行う。

・パネル展等の開催による啓発。
・男女共同参画推進委員会による啓発活動の実施
各種講座等の情報提供。

男女共同参画フォーラム、パネル展(年2回)、男女共同参画の視点で防災ＤAＹＳを実施。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策２．男女共同参画及び多様な性に関する意識啓発

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

11

実
施
し
た

内
容

・外国人市民相談窓口において、DVや離婚に関する相談を受けた際に関係機関に繋いだ。また、法律相談があった際には法テラ
スを紹介する対応を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き、外国人市民からの相談に対応していく。

担当課
評価 B

8 12

実
施
し
た

内
容

・「広報戸田市」、男女共同参画情報紙「つばさ」をはじめ、発行物を作成する際に表現ガイドを活用し、男女共同参画の視点に立っ
た表現となるよう留意した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

男女共同参画パネル展にて、市民に向けても男女共同参画の視点に立った表現を周知できた。今後も継続的に周知していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

引き続き、性別の偏りや役割の固定等を連想させるイラストや表現を控え、広報誌等の作成を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き、性別の偏り等のない広報誌を作成することで、固定的役割分担の意識解消を図ることができた。

担当課
評価 B

13

実
施
し
た

内
容

・情報コーナーにて関係機関からの情報を配架した。
・各課へ依頼をする際に市の発行物等において県の表現ガイドを活用するよう、呼びかけた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・今後も効果的な啓発周知方法を検討していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、4月に「メディア・リテラシー」をテーマとした展示を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

上戸田分館と連携して取り組み、男女共同参画情報コーナーと同分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて展示を行
い、正しくメディアを読み取る力について意識啓発を行うことができた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・各学校の推進担当で構成する戸田市プログラミングICT教育研究推進委員会を年4回開催し、専門アドバイザーの指導を受けなが
らデジタルシティズンシップ教育の推進のため、授業研究等を行った。
・スマートニュースメディア研究所、くらし安心課と連携したメディアリテラシー育成のための授業を代表校で実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・メディア・リテラシーに関する情報を収集し周知・啓発するだけでなく、教育委員会作成の指導の重点・主な施策に育成のための3
つの柱を掲載し活用を促した。また、国や県の作成資料等の活用も促した。

担当課
評価 B

協
働
推
進
課

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

国
際
理
解
・
交
流
活
動
の
推
進

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
人
権
の
尊
重

予
定
す
る

事
業
内
容

市
の
発
行
物
等
に
お
け
る
表
現
の
留
意

メ
デ
ィ
ア
を
正
し
く
読
み
取
り

、
発
信
す
る
力
の
養
成

多
文
化
共
生
の
推
進
の
中
で

、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講

座
や
交
流
事
業
を
活
発
に
行
い
ま
す

。

市
民
が
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て

、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や
不
正
確
な
情
報
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
主
体
的
な
判
断

が
で
き
る
よ
う

、
学
校
を
は
じ
め
生
涯
学
習
の
場
に
お
い
て
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
啓
発
を
行
う
と
と
も
に

、
学
習

機
会
を
提
供
し
ま
す

。

市
の
発
行
物
等
に
お
い
て

、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
表
現
を
使
用
す
る
よ

う
努
め
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

・メディア・リテラシーに関する情報を収集し周知・啓発する。

ミニコミ誌等によりメディア・リテラシーに関する啓発記事を掲載して学習機会を提供する。

・市教育委員会主催の情報教育管理担当者向けの研修会の実施
・外部機関と連携した各学校での情報リテラシーに係る取組の実施

・戸田市国際交流協会と連携しながら、男女共同参画の視点を踏まえた事業を実施していく。

・県発行「男女共同参画の視点から考える表現ガイド」の活用及び市民や関係機関への周知。

広報誌や市勢要覧等を作成する際に、固定的役割分担を連想される表現を控えるなど、男女共同参画の視点に立った紙面づくりを
心掛ける。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

市
長
公
室

実
 
 

績

教
育
政
策
室

実
 
 

績

協
働
推
進
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル

実
 
 

績
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策３．男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

9 14

実
施
し
た

内
容

・条例パンフレット（子ども用）を市内全小学校の５年生へ配布し、配布結果について学校アンケートを実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

小学生への男女共同参画に関する啓発を予定どおり実施できたので、今後も継続して啓発を実施していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・各校へ道徳、特別活動、総合的な学習の時間などにおける人権教育に積極的に取り組むように促した。
・小学校のキッザニアでの職業体験、中学校の社会体験チャレンジを通して様々な職業に触れることができた。
・セサミストリートカリキュラムを通して多様性への理解を図った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も様々な体験や学びをとおして積極的に取り組むように促す。

担当課
評価 B

15

実
施
し
た

内
容

・教職員向けの研修会への参加を推進することができた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き、情報提供や資料提供を欠かさず行う。

担当課
評価 B

16

実
施
し
た

内
容

・条例パンフレットの情報コーナー等での掲示、男女共同参画情報紙「つばさ」の市内公共施設への配架や町会・自治会回覧を行う
とともに、関係資料をHP等で紹介した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も継続して啓発を実施していくとともに、効果的な啓発について検討する。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

【子育て講演会】
「子育てにおけるスマホと生活習慣～脳に与える影響は～」
参加者数：140名（会場27名、オンデマンド113名）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

子どもの健やかな成長のために、スマホとの付き合い方について考える機会を提供することができた。

担当課
評価 B

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実
に
向

け
て

、
教
職
員
等
に
対
す
る
研
修
を
積
極
的
に

行
い
ま
す

。

学
校
に
お
い
て

、
人
権
の
尊
重

、
男
女
の
平
等
な
ど
に
視
点
を
お
い
た
教
育
を
行
い
ま
す

。
ま

た

、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
個
々
の
児
童
・
生
徒
の
能
力
や
適
性
を
重
視
し
た
進
路
指
導
・
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
実
施
し
ま
す

。

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め

、
保
護
者
を
対
象
に
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会

の
提
供
を
行
い
ま
す

。

学
校
や
家
庭
で
の
教
育
の
充
実

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
教
育
の
充
実

教
職
員
へ
の
研
修
の
充
実

家
庭
教
育
で
の
取
り
組
み
の
充
実

教
育
政
策
室実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・教職員に対する研修会の充実を図る。
・人権教育担当者研修会、県主催の人権教育研修会の他、人権教育研究集会などへの参加を推進する。

予
定
す
る

事
業
内
容

・戸田市男女共同参画推進条例パンフレット等を活用した啓発。

実
 
 

績

実
 
 

績

協
働
推
進
課

予
定
す
る

事
業
内
容

・道徳、特別活動、総合的な学習の時間などにおける人権教育の推進。
・様々な職業体験活動。進路指導、キャリア教育の充実。

教
育
政
策
室

協
働
推
進
課実

 
 

績

生
涯
学
習
課

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・保護者向けに家庭教育の向上に向けた事業を実施する。

予
定
す
る

事
業
内
容

・戸田市男女共同参画推進条例パンフレット、男女共同参画情報紙「つばさ」等による啓発。
・関係資料の情報提供による啓発。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅰ　お互いの人権を大切にできるまち

施策３．男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

10 17

実
施
し
た

内
容

・まちづくり出前講座メニューに「一緒に考えよう 男女共同参画」を掲載し、学習機会を提供した。
・未就学児の保護者等が講座に参加できるよう、講座等に必要に応じて託児を設置するよう各課に働きかけた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・今後も、まちづくり出前講座を活用した学習機会の提供を行う。
・託児の設置について引き続き促していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・9月・1月にいのちの安全教育ひろば『乳幼児のための「わたしとあなたの大事なからだ」』を託児付きで開催した。託児利用者が延
べ10人いた。
・9月～11月に「明日から　誰でも使える　やさしい日本語講座」を託児付きで開催した。託児利用者は0人だった。
・11月に「そこが知りたい！地域を盛り上げるイベントの作り方」を託児付きで開催した。託児利用者が5人いた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

託児付きで開催する講座を増やし、乳幼児のいる家庭でも安心して受講できる環境を整えた。次年度以降も託児をつけることで参
加できない理由を減らし、より多くの市民が男女共同参画の視点での学習機会を得られるよう開催していく。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

【市民大学】10回
実施期間：5/6～3/24
参加者数：延べ2,074名（会場721名、オンデマンド1,353名）
【託児】託児付講座を実施（2回　子育て講演会、人権講演会）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

オンデマンド配信が可能な講座に関しては、全て会場・オンデマンドのハイブリット開催を実施した。受講募集のSNS配信や、講座
テーマをニーズを捉えたものとしたことで多くの参加を得ることができた。

担当課
評価 A

18

実
施
し
た

内
容

【人権啓発パネル展示】
展示内容をリニューアルして実施
・下戸田公民館：11/25，26
・美笹公民館：12/3
・新曽公民館：12/9,10
【子育て、家庭教育講座】
・下戸田公民館：13回
・美笹公民館：1回
・新曽公民館：4回

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・各公民館で、男女共同参画に関する内容を含む人権啓発パネル展示を一部内容をリニューアルして実施した。
・子育て講座、家庭教育講座を開催した。

担当課
評価 A

予
定
す
る

事
業
内
容

・戸田市まちづくり出前講座を活用した学習機会の提供。
・市民が参加する講座等への託児室の設置を働き掛ける。

予
定
す
る

事
業
内
容

生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
の
充
実

生
涯
学
習
関
連
施
設
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
学
習

機
会
の
提
供

公
民
館
等
の
生
涯
学
習
関
連
施
設
に
お
い
て

、
男
女
共
同
参
画
に
つ
な
が

る
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す

。

生
涯
学
習
課実

 
 

績

各
種
講
座

、
教
室
等
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
学
習
を
推
進
す
る
と
と
も
に

、
託
児
室
の
設
置
を
行
い

、
受
講
環
境
を
充
実
し
ま
す

。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル実

 
 

績

男女共同参画の視点に立った講座を開催し、託児が必要な講座には託児を付ける。

予
定
す
る

事
業
内
容

・公民館まつり等で行う人権啓発事業において、男女共同参画に関する展示等を行う。
・子育て講座、家庭教育に関する講座を開催する。

生
涯
学
習
課実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・市民大学をはじめとする生涯学習事業を実施する。
・託児付講座の実施するなど、受講しやすい環境を整える。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策４．地域活動における男女共同参画の推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

11 19

実
施
し
た

内
容

・各町会・自治会加入者へ男女共同参画情報紙「つばさ」などの回覧を実施した。
・自治基本条例パンフレットへの掲載を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・各町会・自治会個別の状況について正確に把握していくことが難しいという課題がある。

担当課
評価 B

20

実
施
し
た

内
容

・ボランティア・市民活動支援センター主催の講座を様々なテーマで開催するなど、性別に関係なく参加できるよう配慮した。
・ボランティア・市民活動支援センターHPにおいて、男女共同参画の活動に関する情報を発信した。（1回）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も継続的に男女がともにボランティアや自主活動をできる機会の提供や活動の促進を図っていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・ひろば等のボランティア延べ649人の活動を支援した。
・あいパルサポーターズ倶楽部個人会員及び団体会員の活動支援を行った。
・あいパル登録講師と協働し、8講座を開催した。
・6月に「ちょこっとチャレンジDAY」を実施し、11組（20人）がワークショップを提供した。
・登録団体の活動内容を冊子にて情報発信した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・ひろば等の開催後、ボランティアとあいパルで振り返りの機会を設け、スムーズなひろばの運営や集客について話し合い、活動継
続に結びつけた。
・「ちょこっとチャレンジDAY」の参加者は、自身の考えた企画が実現できたことへの手応えを強く感じており、今後の活動に対する意
欲や意識を高めることができた。
・活動継続の支援としてサークル体験講座を実施した。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

講師紹介資料「戸田人材の森」を発行し、市内各公共施設に配架。
講師紹介実績　1件
（受講希望者が生涯学習課を介さず直接講師へ依頼をしている場合がある。）講師としての新規登録　3件

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

利用者増加に向けて、市内小・中学校等へ事業の周知をした。引き続き周知方法の工夫を行うとともに、市民企画講座や公民館講
座での講師の活用等を実施していく。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

公民館講座や館内掲示、毎月発行の公民館だより、市ホームページ、サークル体験会等を活用して公民館育成サークル認定団体
の活動を紹介した。また、各公民館において、当該サークルが実施主体となって開催する公民館まつりを実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

公民館まつり、サークル体験会の他、サークルに公民館講座の講師を務めてもらうなど、活動の機会の充実を図った。

担当課
評価 A

予
定
す
る

事
業
内
容

・各町会・自治会等への男女共同参画を促進するため、啓発活動を戸田市町会連合会と連携しながら、検討・実施していく。

町
会
・
自
治
会
等
へ
の
男
女
共
同
参
画

の
促
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
自
主
活
動
へ
の
活
動
支
援

・公民館活動として認定されているサークルの育成・支援を図る。

地
域
・
社
会
活
動
へ
の
参
画
促
進
と
環
境
づ
く
り

実
 
 

績

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

町
会
・
自
治
会
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
を
促
進
し
ま
す

。

男
女
が
と
も
に
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
主
活
動
を
で
き
る
場
所
を
提
供
し

、
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す

。

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

公
民
館

協
働
推
進
課

実
 
 

績

生
涯
学
習
課

実
 
 

績

協
働
推
進
課

活動を支援し、地域貢献活動への意識を高める。あいパル登録講師の講座開催やイベント参加を実現する。また、登録団体の情報
発信を行う。

・「戸田人材の森（生涯学習人材バンク）」の事業を周知。

・男女がともに参加できる講座を実施するとともに、発表の場を提供し、活動の促進を図る。
・ボランティア・市民活動支援センターHP上において、男女共同参画に関する情報発信を行う。

あ
い
パ
ル
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策５．防災及び防犯における男女共同参画の推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

12 21

実
施
し
た

内
容

全ての自主防災会へ防災士資格取得支援補助事業について案内し、特に女性の推薦を求めた。また、女性の資格取得に向けた
リーフレットを作成し、配布した。
男女を問わず乳児に衛生的にミルクを提供しやすいよう、液体ミルクの備蓄を増強した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

資格取得者9名のうち、女性は5名であった。引き続き強く女性の推薦を働きかけていきたい。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画推進委員会において、女性に配慮した避難所利用の検討を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

検討の結果、改定版の計画に盛り込むことができた。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

・防災DAYSにて「避難所運営ゲームHUG体験」（参加者33人）、「男女共同参画の視点で考える避難所運営と防災ブレスレットづく
り」（参加者18人）、「アクティブ避難DAY2024」（参加者38人）を開催した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・防災DAYSにて、避難所運営に関連する事業を実施した。講師を招いた講演会では、講師の実体験から多様な避難形態を知り、ど
の形態にどんな困難が起り得るか、知見を深めることができた。市民自らが積極的に避難所運営に関わる姿勢について、女性の視
点で考える大切さや、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立が必要であることを啓発した。

担当課
評価 Ａ

22

実
施
し
た

内
容

避難所指定職員165名のうち、女性職員は50名を指定（各避難所に1～2名程度配置）。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

避難所への女性職員の配置は進められている。しかし、女性職員はライフステージの変化に伴い避難所に指定されることが負荷と
なるケースも見られるため、引き続き配置は慎重に行う。

担当課
評価 B

13 23

実
施
し
た

内
容

・町会等において女性も参加する防犯パトロールに委託警備員等が同行し、効果的なパトロールの実施及び助言を行った。
・自主防犯組織ではないが、犯罪のないまちづくり協議会に女性の委員を委嘱し、副会長として委員委嘱している。
・６月、１１月に「出前講座（防犯教室）」「防犯講習会」を実施し、合計４７名が参加（うち女性３０名）。
・いいとだメールやLINEを通じて、特殊詐欺予兆電話等、犯罪発生情報を迅速に配信した。

課
題
・

評
価
コ
メ
ン
ト

・パトロール実施者が地域の犯罪情勢を把握するだけでなく、女性目線を加えた警戒活動も併せて実施することで、更なる防犯体制
の強化に繋がった。
・今後の会議の場において、女性目線での防犯対策の意見を取り入れ、女性の自主防犯団体への参加促進にもつながる意見をと
りいれていきたい。
・防犯教室等において、女性の参加者も多かった。また、犯罪発生状況を通して犯罪が発生しやすい場所を知ると共にその予防法・
対策法を学ぶことで、防犯意識の向上に繋がった。
・地域で発生した犯罪だけでなく、特殊詐欺の予兆となる情報等も迅速に配信し注意換気することで、女性も含めた市民の防犯意識
の向上に繋がっている。

担当課
評価 B

地
域
防
犯
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

地
域
防
犯
の
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

予
定
す
る

事
業
内
容

・女性による防犯パトロールへの支援
・自主防犯組織への女性の参画促進
・出前講座・防犯情報の周知

防
犯
の
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し

、
地
域
に
お

け
る
防
犯
体
制
の
強
化
を
促
進
し
ま
す

。

く
ら
し
安
心
課

実
 
 

績

災
害
発
生
後
の
避
難
所
運
営
及
び
復
興
の
過
程
に
お
い

て

、
女
性
が
安
全
で
快
適
な
避
難
生
活
を
享
受
で
き

、
権

利
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

、
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

自主防災会に対し戸田市防災士資格取得支援補助事業への、資格取得希望者として女性の推薦を働きかける。
避難者の性別から発生するニーズに対応出来る備蓄を検討する。

予
定
す
る

事
業
内
容

イベントや講演会による啓発

予
定
す
る

事
業
内
容

女性に配慮した避難所利用の検討

予
定
す
る

事
業
内
容

すべての避難所に女性職員を避難所指定職員として配置

防
災
体
制
の
整
備
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

地
域
防
災
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

避
難
及
び
復
興
に
お
け
る
女
性
へ
の
配
慮
の
充
実

危
機
管
理
防
災
課

実
 
 

績

危
機
管
理
防
災
課

実
 
 

績

防
災
体
制
を
整
備
す
る
に
あ
た
り

、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に

、
地
域
防
災
力
を
高
め
ま
す

。

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

協
働
推
進
課

実
 
 

績
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［第五次戸田市男女共同参画計画　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策６．ワーク・ライフ・バランスの推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

14 24

実
施
し
た

内
容

・情報コーナーにて関係機関からの情報を周知した。
・条例啓発パンフレットを活用して啓発を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

様々なツールを活用し、引き続き周知を進めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにて、ワーク・ライフ・バランスに関する資料を展示した。
・上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、7月に「ワーク・ライフ・バランス」をテーマとした展示を実施し、情
報提供、関連図書の展示及び貸出を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・上戸田分館と連携して取り組み、情報の収集及び提供を行った。同分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、7月
に「あなたのためのワークライフバランス」と題し、すべての働く人が社会で活躍し続けるためにも、ワークライフバランスは重要であ
るという趣旨のもと関連図書及び資料を展示した。男性の育休に関する資料を収集し、意識啓発を促した。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・埼玉県の「多様な働き方実践企業認定制度」について、周知・啓発を行った。
・働き方改革施行にあたり、チラシを室内のパンフレットラックにて配架を行った 。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

各種制度の周知は実施できた。まだ制度を知らない企業等もあるため、継続して周知・啓発を行う。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・令和４年度に引き続き、令和５・６年度入札参加資格の登録において、女性活躍推進及び次世代育成支援対策に関する一定要件
を満たした企業に対し加点を行う取組を実施した。
・埼玉県で公開している入札参加資格申請に係る手引き等を通じて支援の周知を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

当該制度は要件を満たす市内企業に加点を行うものだが、令和５年度において登録申請のあった市内企業２社は、いずれも加点
の要件を満たしていなかった。このため加点対象の企業は令和４年度から引き続き２社であった。
取り組みについて継続して周知を進めていく。

担当課
評価 B

・行政で行っている認定制度等の周知・啓発。
・職場に関する法律等の周知・啓発。

予
定
す
る

事
業
内
容

実
 
 

績

職
場
に
お
い
て

、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

、
仕
事
と
家
庭
生
活
が
両
立
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
企
業
に
働
き
か
け
ま
す

。

家
庭
生
活
と
の
両
立
を
め
ざ
す
職
場
づ
く
り

仕
事
と
家
庭
生
活
が
両
立
で
き
る
職
場
づ
く
り
の
促
進

予
定
す
る

事
業
内
容

女性活躍推進及び次世代育成支援対策に向けた企業支援
・建設工事等入札参加者格付けの際に女性活躍推進及び次世代育成支援対策に関する一定要件を満たした企業に対して、20点
を上限に項目ごとに10点を加点する企業支援を実施

・仕事と家庭生活の両立（ワーク・ライフ・バランス）が推進されるよう、関係機関からの情報の周知。
・条例パンフレットや男女共同参画情報紙等を活用しての啓発・周知。

協
働
推
進
課

あ
い
パ
ル

（
福
祉
総
務
課

）

経
済
戦
略
室

情報を発信し資料の展示や配布、講座を開催し、意識啓発を行う。
男女共同参画情報コーナーに特集パネルを展示する。
図書分館にて図書を展示・貸出する。

予
定
す
る

事
業
内
容

実
 
 

績

実
 
 

績

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

管
財
入
札
課
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［第五次戸田市男女共同参画計画　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策６．ワーク・ライフ・バランスの推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

15 25

実
施
し
た

内
容

・令和5年5月11日に「出産育児等に関する理解・取得促進研修」を実施し、53名が受講した。
・令和5年6月20日に「ワークライフデザイン研修」を実施し、27名が受講した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

予定事業を達成することができた。今後も継続的に実施していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・情報コーナーにて関係機関からの情報（講座等を含む。）を周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き情報コーナーにて情報を周知するとともに男女の家事・育児協力が促進されるよう、様々な場面で周知を進めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにてチラシやパンフレット、ポスターで情報提供と意識啓発を行った。
・「パパも一緒にふれあいタイム」を9回開催（参加者49組135人）した。
・「パパと一緒にリトミック」を20回開催（参加者53組105人）した。
・父親と子どもを対象とし、6月に「父の日おやこパンづくり」を開催（参加者16組34人）した。
・男性を対象とし、10月・11月に「料理初心者でも楽しめるメンズキッチン」を開催（参加者延べ16人）した。
・生活力UP講座として、2月に「夫婦で、家族で一緒に、おそうじ講座」を開催（参加者21人）した。
・ミニコミ誌3月号にて、家事に関するチェックリストを作成し、「ワーク・ライフ・バランスを意識してみましょう」を掲載した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・「パパも一緒にふれあいタイム」、「パパと一緒にリトミック」、「父の日おやこパンづくり」は、講座名に「パパ」や「父」を入れ、父親が
参画しやすい工夫をすることで男性の参加者を増やし、男性の家事・育児の参加支援の促進につなげられた。父親同士の交流も深
められる機会の提供にもなっている。
・生活力UP講座は、講座のタイトルに「夫婦で、家族で」と入れて募集をかけたことで、夫婦3組の申し込みがあった。家事のひとつ
である掃除の基本について説明し、家族みんなの空間は家族みんなで作るものであること、家事に取り組む時間に性別は関係がな
いことを印象付けた。男性にも講座に参加してもらうことで、男性の家事・育児への参画支援を促進した。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・妊娠届出時及び母子健康手帳交付時やパパママ教室で、夫婦で話し合ってサポート体制を構築することの重要性を説明、リーフ
レット配布を実施した。
・パパママ教室は年間28回実施し、585名の妊婦及びパートナーが参加した。
・各乳幼児健康診査時に育児参加のアンケートを実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

産後の育休取得している父親も増加している印象があるが、父母間で家事・育児の参加に対し、不満に感じているケースも生じてい
る。
当担当事業において、弾き続き、出生により生活変容が起きることを伝え、育児協力体制をイメージするようアドバイスを実施する。

担当課
評価 B

男
女
の
家
事
・
育
児
へ
の
共
同
参
画
支
援

男
女
の
家
事
・
育
児
協
力
体
制
構
築
の
促
進

・妊娠届出及び母子健康手帳発行時に情報提供の実施
・パパママ教室の実施
・各乳幼児健診時に育児参加アンケートの実施

家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
促
進
す
る
た
め

、
意
識
啓
発
や
講
座
等
を
開
催
し
ま
す

。

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画情報コーナーにて情報提供し意識啓発を行う。
男性の家事・育児の参加支援を促進する講座を開催する。

予
定
す
る

事
業
内
容

実
 
 

績

親
子
健
や
か
室

あ
い
パ
ル

協
働
推
進
課実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・男女の家事・育児の協力体制の促進に関する情報収集・提供。
・男女の家事・育児協力を促進する講座について関係機関の情報を周知する。

・管理職を対象とした出産育児に関する理解・取得促進に関する研修の実施。
・改正育児・介護休業法（民間法制）の理解、対応方法の習得を目的に、３年目職員を対象としたワークライフデザイン研修を聴講
研修として実施。

人
事
課

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策７．子育てや介護を支援する体制の整備

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

16 26

実
施
し
た

内
容

・一時預かり
1歳～就学前までの子を対象に、一時預かりを実施した（延べ利用人数：529人）。
・トワイライトステイ
学童利用後、迎えが間に合わない時に21:30まで児童を預かっている。
（延べ利用人数：626人）
・ショートステイ
一時的に養育が困難になった場合に小学校在学までの乳幼児・児童を預かるサービス。
（延べ利用人数：57人）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・一時預かり
利用理由を問わない預かりを実施し、育児負担の軽減を図ることができた。令和４年度と比較し、利用者数が大幅に伸びた。
・トワイライトステイ
送迎が間に合わない保護者のニーズに対応し、保護者の安心感に寄与した。
・ショートステイ
養育困難な家庭に対し、一時的に家庭に替わり、適切な養育を行うことで、保護者のニーズに対応した。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

保護者の利用ニーズに応じて、年間を通して実施した。（延長保育・・65園、休日保育・・1園、病児病後児保育・・3園、支援センター
事業・・11園、一時預かり事業・・8園）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も保護者の子育てを支援する事業を実施していきたい。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

公立学童保育室については、特性のある児童への保育について巡回支援の強化を行い、保育の質の向上を図った。また、美谷本
小学校学童保育室では保育業務を民間事業者に委託するため並行稼働を実施した。
放課後子ども教室についてはコロナ禍明けで前期に開催可能な小学校７校で再開し、さらに２校については後期から再開となった。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

児童が放課後に安心・安全にすごせるよう、学童保育室における保育の質の向上に努め、放課後子ども教室も順次再開してきてい
るが、各種事業においてスタッフの確保に課題もある。

担当課
評価 Ｂ

子
育
て
支
援
課
・
親
子
健
や
か
室

予
定
す
る

事
業
内
容

・各種保育事業の充実。（延長保育、休日保育、病児病後児保育・支援センター事業・一時預かり事業）

実
 
 

績

児
童
青
少
年
課

予
定
す
る

事
業
内
容

実
 
 

績

第2期子ども・子育て支援事業計画に基づき、各種事業を進めていく。
　・一時預かり
　・トワイライトステイ
　・ショートステイ

予
定
す
る

事
業
内
容

戸田市放課後子どもアクションプランに基づき、児童が安全・安心で、充実した放課後を実現するための取り組みの実施。

子
育
て
支
援
の
充
実

各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

充
実
し
た
家
庭
生
活
を
実
現
し

、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
と
す
る
た
め

、
様
々
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

。

保
育
幼
稚
園
課

実
 
 

績
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策７．子育てや介護を支援する体制の整備

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

27

実
施
し
た

内
容

・未就学児の保護者等の講座への参加促進に向けて、講座等に必要に応じて託児を設置するよう各課に働きかけた。
・関係機関の子育て支援に関する情報を情報コーナー等にて周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

講座における託児設置等が促進されるよう、引き続き周知等を進めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・「赤ちゃんとママのニコニコたいむ」を31回開催（参加者180組360人）した。
・「おうちで絵本ひろば」を5回開催（参加者20人）した。
・子育て情報コーナーにて、地域の子育て情報提供を行った。
・「みんなでパルるんひろば」に保健師を配置、相談業務を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

「赤ちゃんとママのニコニコたいむ」、「みんなでパルるんひろば」は、複数回参加する方も多く、子育てを通して参加者の交流が育ま
れている。助産師が講師となる「赤ちゃんとママのニコニコたいむ」では、後半は交流をメインに、悩みや不安を共有し子育てに役立
てている。助産師や保健師に気軽に相談できる機会や、子育ての情報交換をする機会を提供できた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・産前産後支援
妊産婦の自宅に家事・育児の援助を行うヘルパーを派遣（延べ利用日数：650日）。
・ファミリー・サポート・センター
育児の援助を行いたい人と受けたい人が会員となり、育児の相互援助活動を実施（延べ活動件数：1,981件）。
・地域子育て支援拠点
親子が集える広場を市内10ヶ所（うち委託2ヶ所）で開室し、交流の場を提供（延べ利用者数：25,656人）。また、相談の多い内容に
ついて情報提供するプチ講座（計10回）を実施。さらに、託児付きで保護者同士が自由におしゃべりできる子育てサロン（計27回）を
実施。
・各種講演会
子育てに関するテーマで託児付きの子育て講演会を実施（R5.7.24、R6.2.20開催）。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・産前産後支援
登録制により、より簡単に利用できるようにするとともに、家事・育児の援助を行うことで妊産婦の心身の負担軽減に寄与した。
・ファミリー・サポート・センター
地域の相互援助活動を支援し、安心して子育てができる環境づくりを推進した。
・地域子育て支援拠点新型コロナウイルス感染対策
の人数制限等緩和し、開室した。保護者の交流の場及び子育て支援情報の提供を行うことで子育ての孤独感・負担感の軽減を図れた。
プチ講座およびサロンは開催回数を増やすことで、子育ての不安を共有しリフレッシュできる時間をより提供できた。
・各種講演会
子どもへの理解を深め、楽しく子育てをするポイントを学ぶ機会の提供ができた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

外部講師によるエアロビクス、３B体操、ハワイアンリトミック、親子で書道を楽しもう等の講座や公園で開催する出前保育、栄養士に
よる離乳食講習会、幼児食講習会を実施した。また、土曜日に開催するお父さんと遊ぼう会、運動会ごっこ、クリスマス会等を実施し
た。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

ホール等広い場所や近くの公園の利用、お父さんが参加しやすい土曜日を設ける等、内容を工夫し行ってきた。今後も子育てに役
立つ拠点として安全に提供していきたい。

担当課
評価 B

保
育
幼
稚
園
課

子
育
て
支
援
室

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・子育て支援に関する講演会、講座の開催。
・子育て交流会の実施。

実
 
 

績

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

第2期子ども・子育て支援事業計画に基づき、事業を進めていく。
　・産前産後支援
　・ファミリー・サポート・センター
　・地域子育て支援拠点
　・各種講演会

地
域
で
支
え
る
子
育
て
環
境
の
整
備

予
定
す
る

事
業
内
容

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

男
女
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

、
仕
事
と
育
児
・
家
事
等
と
の
両
立
を
可
能
と
す
る
た
め
に

、
関
係
機
関
と
連
携
し

、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
充
実
し
ま
す

。

・市民が参加する講座等での託児室の設置を働き掛ける。
・子育て支援に関する講座や交流会の実施について関係機関の情報を周知する。

協
働
推
進
課

講座等で情報を発信する。
子育て支援として保育園、幼稚園の情報を収集提供する。
子育て交流会の実施。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅱ　地域や家庭の暮らしを支えあえるまち

施策７．子育てや介護を支援する体制の整備

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

28

実
施
し
た

内
容

・母子生活支援施設
　母子家庭に対し、必要時入所措置を行い、生活の場を確保し、自立のための支援を実施。
　令和6年4月末現在で、４世帯措置。
・児童扶養手当、ひとり親家庭等医療について、速やかな認定を行い、手当や医療費の給付を行った。
・自立支援教育訓練給付
　　利用件数　　　　1件
　　事前相談件数　1件
・高等職業訓練促進給付
　　訓練促進費     1件
　　修了一時金     1件

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

母子家庭への自立のための支援を適切に実施した。
今後の資格取得についての情報等を発信し、支援の周知を図っていく。

担当課
評価 B

17 29

実
施
し
た

内
容

・事業計画の策定に際し、在宅福祉サービスの一部見直しを実施した。
・6,570世帯を対象とした「見守り訪問」を民生委員に依頼し実施した。
・認知症サポーター養成講座を16回開催し、303名のサポーターを養成した。
・自立支援型地域ケア会議を4回開催し、多職種で新規7事例、モニタリング8事例を検討したほか、その他の地域ケア会議を19回開
催した。
・在宅福祉サービスを提供し、高齢者の生活の安定を支援した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も見守り訪問等、多角的な施策で高齢者の暮らしを支える事業を実施していきたい。

担当課
評価 B

30

実
施
し
た

内
容

・障がい者総合計画（第2期）を策定した。
・指定管理者事業において、手話、要約筆記、点訳などのボランティア講座を実施した。
・障がいを理由とする差別のない共生社会づくり条例を制定した（令和６年４月１日施行）。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・計画に則り、各種事業を実施し、障害者福祉施策の推進を図った。今後も計画の基本理念の実現に向けて、施策を展開していく。

担当課
評価 B

予
定
す
る

事
業
内
容

・障がい者総合計画に基づいた障害福祉施策の推進
・障がい児者やボランティア等を対象にした講座等の実施
・障がい者総合計画（第2期）の策定

第2期子ども・子育て支援事業計画に基づき、事業を進めていく。
　・母子生活支援施設
　・児童扶養手当、ひとり親家庭等医療
　・自立支援教育訓練給付
　・高等職業訓練促進給付

予
定
す
る

事
業
内
容

・第９期戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定の過程で、在宅福祉サービスの制度について検討する。
・７５歳以上の高齢世帯や認知症高齢者の見守り活動を行う。
・認知症サポーター養成講座を実施する。
・自立支援型地域ケア会議をはじめとした、地域のネットワークづくりを進める。
・在宅福祉サービス等を通じて、高齢者の在宅での日常生活を支援することで、安心・安全な生活を確保する。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実

予
定
す
る

事
業
内
容

ひ
と
り
親
家
庭
に
は
社
会
的
・
経
済
的
立
場
が
弱
い
母
子
家
庭
が
多
い
こ
と
か
ら

、
生

活
の
安
定
と
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め

、
各
種
事
業
の
実
施

、
各
種
手
当
等

を
支
給
し
ま
す

。

介
護
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備

高
齢
者
と
介
護
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

障
が
い
者
と
介
助
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

高
齢
者
が
充
実
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
だ
け
で
な
く

、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
で
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
と
す
る
た
め
に

、
健
康
づ
く
り
や
生
活
支
援

な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す

。

健
康
長
寿
課

実
 
 

績

障
が
い
者
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
だ
け
で
な
く

、
介
助
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
誰
も
が
活
躍
で

き
る
社
会
と
す
る
た
め
に

、
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
社
会
参
画
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま
す

。

障
害
福
祉
課

実
 
 

績

親
子
健
や
か
室

実
 
 

績
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅲ　いきいきと活躍できるまち

施策８．働く場における男女共同参画の推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

18 31

実
施
し
た

内
容

・労働関係法を含む各種情報や講座・研修会等の情報を情報コーナー等にて周知した。
・条例パンフレットを情報コーナー等にて周知するとともにHPにて公表した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き講座・研修会等の開催情報の周知を行うとともに、より効果的な啓発を検討していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・商工会等と連携し、チラシの配架等を行い、市内事業主等へ働き続けられる環境整備の啓発を行った。                                   ・
講座・研修会等を実施し、市民や事業主等へ働き続けられる環境整備の周知・啓発を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も、商工会等と連携しながら、市内事業主等へ環境整備の啓発を行っていく。

担当課
評価 B

32

実
施
し
た

内
容

・戸田市男女共同参画情報紙「つばさ」にて、「性別にかかわらずいきいきと働ける市内の企業」を紹介した。
・関係機関の女性活躍推進法に関する情報を情報コーナー等にて周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き「つばさ」などを活用して周知していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・女性活躍推進に関する法律等の周知・啓発は、ホームページ等にて随時実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

　女性職場環境整備補助金については、令和４年度終了しているが、継続して事例紹介は掲載している。
　女性活躍推進に関する法律等の周知については継続して行っていくこととする。

担当課
評価 B

・男女雇用機会均等法などの労働関係法の普及・啓発のための周知。
・ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置）についての周知。
・講座・研修会等の開催情報の周知。

・商工会等と連携し、市内事業主等へ働き続けられる環境整備の啓発。
・講座・研修会等を実施し、市民や事業主等へ働き続けられる環境整備の周知・啓発。

協
働
推
進
課

経
済
戦
略
室

協
働
推
進
課

経
済
戦
略
室

・女性活躍推進に関する法律等の周知・啓発。
・商工会等と連携し、女性活躍推進の周知・啓発。

・女性活躍推進法等の普及啓発のための周知。
・女性活躍推進に取り組む企業の事例紹介を検討する。

実
 
 

績

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

実
 
 

績

実
 
 

績

男
女
と
も
に
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

予
定
す
る

事
業
内
容

採
用

、
昇
進
等
に
お
い
て
女
性
労
働
者
に
積
極
的
に
機
会
を
提
供
し

、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
可
能
と
す
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
で

、
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う

、
啓
発
や
人
材
育
成
等
の
支
援
を
行
い
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

雇
用
の
場
及
び
自
営
業
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
企
業
へ
の
支
援

男
女
が
と
も
に
均
等
な
雇
用
機
会
を
確
保
で
き

、
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
に

、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り

、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
等
の
趣
旨
に
つ
い
て
普
及
・
啓
発
を
図
り
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

18 ページ



［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅲ　いきいきと活躍できるまち

施策８．働く場における男女共同参画の推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

実
施
し
た

内
容

・令和４年度に引き続き、令和５・６年度入札参加資格の登録において、女性活躍推進及び次世代育成支援対策に関する一定要件
を満たした企業に対し加点を行う取組を実施した。
・埼玉県で公開している入札参加資格申請に係る手引き等を通じて支援の周知を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

当該制度は要件を満たす市内企業に加点を行うものだが、令和５年度において登録申請のあった市内企業２社は、いずれも加点の
要件を満たしていなかった。このため加点対象の企業は令和４年度から引き続き２社であった。
取り組みについて継続して周知を進めていく。

担当課
評価 B

19 33

実
施
し
た

内
容

・ハラスメント行為の防止などに関する関係機関の情報を情報コーナー等にて周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き情報提供などを行っていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにて、国や県の資料を収集し、提供した。
・男女共同参画情報コーナーにて、10月に「セクシュアルハラスメントのない社会へ」パネル展（9日間）を実施した。
・上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、11月・12月に「ハラスメント」をテーマとした展示を実施し、情報提供、関連図書の
展示及び貸出を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・男女共同参画情報コーナーにて、「セクシュアルハラスメントのない社会へ」パネル展を実施した。10代から40代までの方に、ハラスメントについて
考えるきっかけをつくることができた。
・上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて行った「ハラスメント」をテーマとした展示では、職場でのハラスメントに関する図書
が多く貸し出された。またあわせて配架した、相談窓口等が記載されたパンフレットも持ち帰られた。引き続き知識や理解を得るための情報提供や
意識啓発をしていく。

担当課
評価 B

あ
い
パ
ル

協
働
推
進
課

管
財
入
札
課

女性活躍推進及び次世代育成支援対策に向けた企業支援
・建設工事等入札参加者格付けの際に女性活躍推進及び次世代育成支援対策に関する一定要件を満たした企業に対して、20点を
上限に項目ごとに10点を加点する企業支援を実施。

・職場における様々なハラスメント行為の防止に関する関係機関からの講座等の情報の周知。

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

セクシャル・ハラスメント等に対する情報収集・提供。
上戸田分館書架にて資料・図書の展示、貸出。
男女共同参画情報コーナーにて資料や特集パネルを展示。

セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
対
す
る
取
り
組
み
の
充
実

セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
防
止
に
向
け
た
周
知
・
啓
発

実
 
 

績

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
職
場
に
お
け
る
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅲ　いきいきと活躍できるまち

施策９．女性の就業・起業の支援

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

20 34

実
施
し
た

内
容

・就職・再就職・仕事復帰・転職の支援として、2月・3月に「初心者のための3Dモデリング教室」を開催（参加者延べ31人）した。
・大型イベント開催時に、「カフェ・飲食店開業支援講座」修了生支援のため、チャレンジカフェ（出店者3人）を開催した。
・男女共同参画情報コーナーにて、9月に「わたしたちの声をもっと社会へ」パネル展（15日間）を実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・「初心者のための3Dモデリング教室」では、操作方法を学びながら3Dモデリングの技術を身につけた。実践的なスキルを身につけ
ることでキャリアの可能性を広げ、就職や再就職の支援につながった。
・女性チャレンジショップは経済戦略室主催の事業となり、あいパルは後援として支援した。
・9月と12月と3月の大型イベント時にチャレンジカフェを実施した。延べ9人が分担し協力しながらカフェ経営に挑戦し、実践と試行錯
誤を繰り返し、開業に向けて経験を積むことができた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・就職・再就職等支援のためのセミナーを18回（男女共通17回、女性向け1回）開催した。
・セミナー参加者への案内やラックへの配架を通して、情報提供は都度実施した。
・就職支援・キャリアデザイン相談を毎週火・木曜日に実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き、就職や再就職の希望者に対して支援を行っていく。

担当課
評価 B

21 35

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにて、チラシやパンフレット、ポスターにて情報提供を行った。
・就職・再就職・仕事復帰・転職の支援として、2月・3月に「初心者のための3Dモデリング教室」を実施（参加者延べ31人）した。
・大型イベント開催時に、「カフェ・飲食店開業支援講座」修了生支援のため、チャレンジカフェ（出店者3人）を開催した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・「初心者のための3Dモデリング教室」では、操作方法を学びながら3Dモデリングの技術を身につけた。実践的なスキルを身につけ
ることでキャリアの可能性を広げ、就職や再就職の支援につながった。
・女性チャレンジショップは経済戦略室主催の事業となり、あいパルは後援として支援した。
・9月と12月と3月の大型イベント時にチャレンジカフェを実施した。延べ9人が分担し協力しながらカフェ経営に挑戦し、実践と試行錯
誤を繰り返し、開業に向けて経験を積むことができた。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・就職・再就職の為のセミナーを１8回(男女共通１7回・女性向け1回)開催した。
・セミナー参加者への案内やラックへの配架を通して、情報提供は都度実施した。
・起業支援セミナーを11回（男女共通5回、女性向け6回）、女性チャレンジショップについては、女性向け起業支援セミナーの受講者
の中から募集し、テストマーケティングの場として開催した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

セミナーについては、引き続き実施する。女性チャレンジショップについては、次年度以降も同様の実施方法で実施していく。

担当課
評価 A

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

経
済
戦
略
室実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・就労支援や再就職等のための情報提供や講座の開催。
・地域職業相談事業等の実施。

予
定
す
る

事
業
内
容

就労支援・再就職支援講座を年２回開催する。
チャレンジショップの開催協力。
30歳から39歳の労働力率を高めるため、男女共同参画情報コーナーにて女性活躍特集パネルを展示する。

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

経
済
戦
略
室

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画情報コーナーでの就労支援・再就職のための情報提供を充実させ、再就職・仕事復帰の支援講座を開催する。
チャレンジショップの開催協力。

・起業や再就職等を希望する女性に対して、起業・再就職等支援のための情報提供や講座の開催。

職
業
能
力
開
発
の
た
め
の
支
援

職
業
能
力
開
発
の
た
め
の
支
援
の
充
実
と
就
業
機
会
の
拡
大

女
性
の
再
就
職

、
起
業
の
支
援

女
性
の
起
業
・
再
就
職
に
関
す
る
支
援
の
充
実

予
定
す
る

事
業
内
容

就
労
を
支
援
す
る
各
種
講
座
等
を
開
催
し

、
就
職
や
再
就
職
等
を
希
望
す
る
市
民
に
対
し
て
就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す

。

起
業
や
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
に
対
し
て

、
各
種
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に

、
能
力
開
発
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し

ま
す

。
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅲ　いきいきと活躍できるまち

施策10．政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

22 36

実
施
し
た

内
容

・審議会等委員の女性の参画を促進するよう、庁内に働きかけた。
・政策決定過程への女性の参画状況として、審議会等の女性委員の比率を公表した。
・女性参画促進を図るため、審議会等委員選出時に男女共同参画人材リストを活用するよう、庁内に働きかけた。
・つばさ（第６９号）において審議会委員に占める女性の割合について取り上げた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

審議会等委員の女性の参画促進について、より効果的な働きかけについて検討していく。

担当課
評価 B

23 37

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画人材リストを更新し、庁内へ周知した。
・参画率調査実施時に全課に男女共同参画人材リストの活用について働きかけた。
・男女共同参画人材リストへの登録を促すためHPやつばさにて周知した。（R5登録者数42人）

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

より効果的な人材リストへの活用・登録促進について検討していく。

担当課
評価 B

38

実
施
し
た

内
容

・関係機関の講座等の情報を情報コーナー等にて周知した。
・女性人材の活躍支援については、男女共同参画人材リスト登録について、ホームページや男女共同参画情報紙つばさにて周知を
行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き情報提供などを進めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・昨年度の「あいパルと一緒に企画してみませんか」説明会に参加した15人を中心に、6月の「ちょこっとチャレンジDAY」にてワーク
ショップを提供（出展者11組延べ20人）した。
・あいパル登録講師8人の方に講座やイベントのワークショップを依頼し、開催した。
・サポーターズ倶楽部団体会員懇談会を4回開催した。3月末時点で32団体。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・「ちょこっとチャレンジDAY」は、各々が特技や趣味を活かした事業の企画から参画し、やりたいことを実現する場をつくるとともに、
コミュニティづくりへの参画の機会を提供することで育成支援を行った。
・サポーターズ倶楽部団体会員懇談会では、全団体が一堂に会し、各団体の考えを共有した。

担当課
評価 B

あ
い
パ
ル実

 
 

績

現
在
あ
る
人
材
リ
ス
ト
を
拡
充
し

、
新
た
な
人
材
を

発
掘
す
る
と
と
も
に

、
積
極
的
に
活
用
し
ま
す

。

協
働
推
進
課実

 
 

績

協
働
推
進
課

実
 
 

績

協
働
推
進
課実

 
 

績

審
議
会
等
に
お
い
て

、
女
性
の
参
画
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
よ

う

、
女
性
委
員
の
登
用
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す

。

市
民
団
体
な
ど
の
育
成
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

公募により、男女共同参画推進拠点としてのあいパルについてグループインタビューのメンバーを募集しリーダーを発掘する。
サポーターズ倶楽部団体会員懇談会を活用して女性の人材育成を支援する。

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

・男女共同参画人材リストの活用を庁内に働き掛ける。
・男女共同参画人材リストへの登録促進

・審議会等委員の女性の参画促進を図る。
・政策決定過程への女性の参画状況調査と結果の公表。
・女性参画促進を図るための手法の検討・実施。
・審議会等委員選出時の男女共同参画人材リスト活用の検討・実施。

・市民団体などの各種団体に対して関係機関の講座、研修等の情報を周知。
・女性人材が活躍できる機会に関する関係機関の情報周知。

審
議
会
等
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
の
促
進

女
性
の
人
材
発
掘
と
リ
ー
ダ
ー
育
成

女
性
の
人
材
発
掘
と
活
用

各
種
団
体
の
女
性
人
材
育
成
へ
の
支
援
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅲ　いきいきと活躍できるまち

施策11．生涯を通じた健康づくりへの支援

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

24 39

実
施
し
た

内
容

・関係機関の情報を情報コーナー等で周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

情報コーナー等での周知に引き続き取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーにてパンフレットやチラシを設置し、情報提供と意識啓発を行った。
・9月・1月に助産師に講師を依頼し、いのちの安全教育ひろば『乳幼児のための「わたしとあなたの大事なからだ」』を開催（延べ参
加者40人）した。
・男女共同参画情報コーナーにて、6月に「多様な性　知っていますか」パネル展（8日間）を実施した。
・男女共同参画情報コーナーにて、ティーンズ向けブックガイド「LGBTQ＋ブックリスト」を設置（28部配布）した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き男女共同参画情報コーナー及び上戸田分館書架の資料の充実を図る。また、ミニコミ誌やSNS等での情報発信を継続し、
性の尊重に関する理解を深めるための周知・啓発の工夫をしていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・パパママ教室は年間28回実施し、妊娠・出産・産後の知識や生活の指導を妊婦及びパートナーへ行った。
・令和５年度は合計585名にパパママ教室を実施できた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・予約が埋まってしまう現状から、令和５年１２月から、開催回数を増加し実施した。妊婦及びパートナーに妊娠・出産・産後の知識
や生活の指導を行うことができた。
・市の育児支援事業を継続実施し、夫婦で協力して育児をするイメージをつけられるようにする。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・各校に男女お互いに尊重する指導を学校生活や授業を通して行うよう推進した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も男女がお互いに尊重する大切さを学ぶ授業を行うことを推進していく。

担当課
評価 B

25 40

実
施
し
た

内
容

乳幼児健診等は、感染症予防の対策をとりながら集団健診で実施した。食育推進活動では、食育月間に掲示等による啓発を行い、
健康福祉の杜まつりでは日本薬科大学とともに薬膳をテーマに食への関心を高めるための啓発を行った。
経済的理由で入院助産が困難な妊婦に出産費用を援助した。
利用人数　　　　２人

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

感染症予防のため、乳幼児健診は会場レイアウトを変更して実施できた。また、健康福祉の杜まつりにおいて、多くの人に対して直
接、食への啓発を実施できた。
入院助産が困難な妊婦を支援できた。

担当課
評価 B

予
定
す
る

事
業
内
容

・パパママ教室の実施

親
子
健
や
か
室

人
権
尊
重
の
立
場
か
ら
性
の
尊
重
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
周
知
・
啓
発
を
図
り
ま
す

。

親
子
健
や
か
室

実
 
 

績

協
働
推
進
課

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・性の尊重について啓発紙（情報紙）を活用した周知。
・性の商品化等・性と人権に関する問題、セクシュア・ル・ハラスメント、性犯罪防止に伴う関係機関の情報を周知。

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

教
育
政
策
室

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画情報コーナーで特集パネルを展示するなど、性の尊重についての理解促進に関する情報の周知。

予
定
す
る

事
業
内
容

・学校生活における性を尊重する意識啓発の推進
・道徳、特別活動、総合的な学習の時間を中心に、男女がお互いに尊重する授業を行う。
※ともに人権教育に関連づけて行う。

母
親
の
健
康
の
維
持
と
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
推
進
す
る

た
め

、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
母
子
保
健
事
業
等
を
充

実
し
ま
す

。

・乳幼児健康診査等の実施
・親子歯科健康診査の実施
・子育て世代包括支援センター（子育て相談ルーム）および各種相談の実施
・食育推進活動の実施
・助産施設入所事業の実施

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

性
を
尊
重
す
る
意
識
啓
発
と
性
に
関
す
る
指
導
の
充
実

性
の
尊
重
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進

女
性
の
健
康
管
理
の
充
実

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
母
子
保
健
事
業
等
の
推
進
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅲ　いきいきと活躍できるまち

施策11．生涯を通じた健康づくりへの支援

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

41

実
施
し
た

内
容

・関係機関の情報を情報コーナー等にて周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

効果的な情報提供について検討していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

予期せぬ妊娠に関する相談窓口「にんしんSOS埼玉」に関する情報を成人式ホームページで周知を行った。また、センター内にポス
ター掲示、カード設置を行った。
妊娠届出時には妊娠に関する本人の気持ちを確認しており、状況に応じて必要な情報を提供し、本人が決断できるよう努めている。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

成人式で周知を実施することができた。
今後も必要な妊婦に周知できるよう検討する。

担当課
評価 B

26 42

実
施
し
た

内
容

・各健康事業の参加者について、マイレージ事業は596人、生活習慣病改善教室は1回52人(オンデマンド28人含）、骨こつ教室は4
回146人、すっきりボディ塾は15人だった。
・健康相談は122人実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

各事業を実施することにより、参加者が生活習慣を振り返り改善するきっかけとなった。マイレージ事業については、新規アプリが開
始するため、骨こつ教室において新規アプリ講習会を同時開催した。生活習慣改善教室では当日参加できない参加者向けに、オン
デマンド配信を行った。今後も、働く世代が参加しやすい環境を整え、教育内容を充実させていく。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

妊娠届および母子健康手帳交付時に妊婦の体調確認や妊婦健康診査受診の案内を実施している。また、継続支援が必要な妊婦
に対し、電話や訪問を実施している。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

支援が必要な妊婦には定期的な支援（電話、面接、訪問等）を実施し、出産、育児に向けた支援を実施した。

担当課
評価 B

43

実
施
し
た

内
容

・がん講演会1回34人、出前講座・依頼健康教室は37回570人、健康情報ステーション健康講座1回35人、健康長寿サポーター養成
講座1回23人、健康情報ステーションフレイル予防講座1回22人参加した。
・健康情報については、毎月テーマを決め、健康情報ステーション、あいパルカレンダー、広報、ホームページで啓発活動を実施し
た。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

健康づくりに関する学習機会の提供を行うことが出来た。健康情報ステーションでは、あいパルと協力し周知を行い、当日は公民連
携業者と共同で講座を開催した。健康意識が低い層への働きかけが課題である。

担当課
評価 A

実
施
し
た

内
容

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

担当課
評価

親
子
健
や
か
室

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

親
子
健
や
か
室

協
働
推
進
課

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
な
ど

、
性
の
尊
重
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

・リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する情報提の周知。

実
 
 

績

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・母子保健事業における面接相談時に必要に応じて、リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する情報提供の実施
・予期せぬ妊娠等に関する相談窓口の周知活動

予
定
す
る

事
業
内
容

・健康教育及び健康相談等の実施

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

男
女
と
も
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
沿

っ
た
健
康
づ
く
り

健
康
に
関
す
る
教
育
・
啓
発
の
充
実

生
涯
に
わ
た

っ
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う

、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機
会
の

提
供
を
行
う
と
と
も
に

、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

。

実
 
 

績

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
事
業
の
充
実

男
女
が
と
も
に
生
涯
に
わ
た

っ
て
心
身
と
も
に
健
康
に
生
活
で
き
る
よ
う

、

各
種
健
康
増
進
事
業
を
実
施
し
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

予
定
す
る

事
業
内
容

・健康教育及び健康相談等の実施

予
定
す
る

事
業
内
容

・市民向けの講演会、イベント、出前講座の実施
・健康情報ステーション、広報、ホームページで、市民に向け周知・啓発を実施

実
 
 

績

実
 
 

績
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目標Ⅳ　連携と協力で取り組みを進めるまち

施策12．男女共同参画の推進拠点の充実

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

27 44

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報紙「つばさ」第69号・第70号及びHPにて「あいパル」を周知した。また、情報コーナーにてあいパルのミニコミ誌
「パルダイス」及びリーフレットを配架する等の周知を行った。
・あいパル運営調整会議、運営委員会に出席し、連携を図った。また、あいパルのモニタリングを通じて、機能の充実等について検
討した。
・あいパルお誕生日会にて、啓発品の配布や資料配架等を実施した。
・広報戸田市１０月号にてあいパルを特集し、事業の紹介や情報発信についての記事を掲載した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も、あいパルの男女共同参画推進拠点の周知及び機能充実のため連携を図っていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・毎月発行のミニコミ誌、リーフレット、SNS等にて、あいパルが男女共同参画の推進拠点であることを周知した。
・利用者アンケートに、あいパルが男女共同参画の拠点であることを知っていただける質問を設定した。
・講座終了後のアンケートに、あいパルが男女共同参画の拠点であることを知っていただける質問を設定した。
・上戸田分館と連携し、同分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、フォーラムや講座等に関連する内容の展示及
び情報提供、関連図書の貸出等を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・あいパルが男女共同参画推進拠点であることを知っている人を増やすために、事業やミニコミ誌、ホームページやSNS等による周
知に取り組んだ。
・上戸田分館と連携し、男女共同参画情報コーナーと男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）を連動させ、より深い情報発信が
できた。

担当課
評価 Ｂ

45

実
施
し
た

内
容

・「あいパル」で実施する講座、研修、イベント等の情報を男女共同参画情報紙「つばさ」や情報コーナー等にて周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も継続して周知していく。

担当課
評価 B

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

っ
た
活
動
や

、
女
性
が
中
心
と
な
る
活
動
を
す
る
団
体
が
円
滑
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
に

、
組
織
の
立
ち
上
げ
や
運
営
の
た
め
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
す

。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
拠
点
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す

。
ま
た

、
現
在
の
推
進
拠
点
で
あ
る
上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

『
あ
い
パ
ル

』
を
周

知
す
る
こ
と
で
活
用
促
進
を
図
り
ま
す

。

協
働
推
進
課実

 
 

績

あ
い
パ
ル実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・男女共同参画推進拠点である「あいパル」の周知。
・男女共同参画推進拠点であるあいパルと連携し、男女共同参画推進拠点の機能の充実を図る。

予
定
す
る

事
業
内
容

あいパルが男女共同参画推進拠点であることを周知する。
複合施設の特長を活かした事業を実施する。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・「あいパル」の活用促進に向けた情報を周知。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
拠
点
の
活
用
促
進

男
女
共
同
参
画
推
進
拠
点
の
機
能
の
充
実

男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
団
体
の
支
援

（
推
進
拠
点
の
活
用
促
進
等

）
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅳ　連携と協力で取り組みを進めるまち

施策12．男女共同参画の推進拠点の充実

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

実
施
し
た

内
容

・あいパルサポーターズ倶楽部団体会員に毎月ミニコミ誌等を配布し、男女共同参画推進の啓発を行った。
・Todaママフェスタ実行委員会を支援し、12月に「みんなで楽しむTodaママフェスタ」を開催（40店出店、来場者1,800人）した。
・市内のフラ団体等と協働して、ピンクリボン啓発イベント「すべての人が自分らしく生きられる社会へ　Pink　Ribbon×HULA」を開催
（来場者590人）した。
・「あいパルフェスタ」に向けて、サポーターズ倶楽部団体会員の活動支援を行った。

課
題
・

評
価
コ
メ
ン
ト

・「Todaママフェスタ」は、事前に出店者説明会を開催し、スムーズな運営ができるように出店者と委員が考えや思いを意見交換して
イベントに取り入れた。昨年のワークショップでは密を避けるためにチケット制を取り入れたが、参加受付は各店舗で各自が行うよう
に変更し、起業を考える出店者にとって自立したイベントとなるよう活動支援をした。
・「Pink　Ribbon×HULA」は、新たにがんサバイバーのためのフラ(キャンサーフラ)の講師として活躍している女性による講演を開催
した。病気と闘いながらも病気と共生し、地域参画して生き生き暮らしていくことについて理解を深めることで、地域活動へとつながっ
た。
・「あいパルフェスタ」は2日間、全館で開催（来場者延べ2,256人）した。引き続きサポーターズ倶楽部団体会員の活動を支援してい
く。

担当課
評価 Ｂ

28 46

実
施
し
た

内
容

・関係機関の情報（女性問題に対する海外の資料、国際的な取組を含む）を情報コーナー等にて周知するとともに、あいパルへ情報
提供を行った。
・あいパルに、図書館分館との連携や、資料の配架、掲示等について働きかけた。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

あいパルの男女共同参画に関する情報等が充実するよう情報提供等に努めていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報コーナーのレイアウトや資料の並べ方を随時見直し、より見やすく手に取りやすくなるよう環境を整えた。
・男女共同参画情報コーナーにて、国・県等のリーフレットやチラシ等を収集・配布し、ポスター等の掲示により情報発信した。
・上戸田分館と連携して取り組み、情報の収集及び提供を行った。定期的に上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）のテーマを
変え、関連書籍の展示及び貸出を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・上戸田分館の男女共同参画書架（男女共同参画コーナー）にて、テーマに関連した書籍を展示するほか、チラシやパンフレット等
を配布し、興味を示す人を増やすことができた。今後も講座やイベントに合わせて書籍や資料等を収集し、気軽に手に取りやすいよ
うなコーナーづくりをしていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

上戸田分館で男女共同参画に関する資料の収集・排架・展示を行った。昨年度作成したLGBTQ+に関するブックリストの配布も引き続き行った。
『女性情報』の受入・排架も行っている。展示に関する本や新刊書籍の案内を1階情報コーナーに展示した。
中央図書館にて男女共同参画週間にあわせた啓発のための展示を行った。その際、関連団体で行う男女共同参画イベントのチラシを展示コー
ナーに配置し、自由に持ち帰れるようにした。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

展示を行うことで利用者への周知・啓発ができた。また上戸田分館では、施設1階の情報コーナーとの相乗効果もあった。

担当課
評価 B

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
・
県

、
他
自
治
体
等
の
情
報
や
図
書
・
ビ
デ
オ
・
資
料
等
を
収
集
し

、
あ
い
パ
ル

、
図
書
館
に
設
置
し
ま
す

。

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

図
書
館

実
 
 

績

協
働
推
進
課実

 
 

績

あ
い
パ
ル

予
定
す
る

事
業
内
容

・情報コーナーを活用した周知。
・女性問題に対する海外の資料について関係機関の情報を周知。
・男女共同参画の視点に立った国際的な取り組み（女子差別撤廃条約等）の啓発のため資料の配架、掲示。

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画推進の啓発により、地域や社会活動を行う団体の男女共同参画意識向上を図る。
利用団体等にミニコミ誌等で啓発し、男女共同参画の視点で活動できるよう支援する。
ママフェスタを開催して活動を支援。

予
定
す
る

事
業
内
容

・男女共同参画関連図書の展示、貸出、排架
・図書館上戸田分館での男女共同参画コーナーでの展示
・女性問題、男女共同参画に関する国際的な取組に関する資料収集、展示、排架を行う。

予
定
す
る

事
業
内
容

男女共同参画情報コーナーの充実。
関係資料の掲示・配布、パネル掲示により情報発信。
男女共同参画関連書籍の展示及び貸出。

実
 
 

績

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
収
集
・
提
供
の
充
実

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅳ　連携と協力で取り組みを進めるまち

施策13．庁内の男女共同参画の推進

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

29 47

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画情報紙「つばさ」を庁内の情報コーナーにおいて周知した。
また、関係機関からの情報を必要に応じて庁内関係課へ周知した。
・「多様な性のあり方とアンコンシャス・バイアス」についての職員男女共同参画研修を書面にて実施した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

庁内における意識向上を図るため、引き続き研修等に取り組み働きかけていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・令和5年7月6日に管理職を対象に専門研修「ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止」を実施し、112名が受講した。
・研修を実施した際に、「戸田市職員のハラスメント防止等に関する要綱」を周知した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

専門研修を実施するとともに、ハラスメントに関する要綱を周知した。

担当課
評価 B

30 48

実
施
し
た

内
容

・人事異動等による登用を行った。
・市町村ｱｶﾃﾞﾐｰ等外部研修を職員12名が受講した。
・「女性職員のためのキャリアデザイン（主査・主幹級）」を職員1名が受講した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

予定事業を達成することができた。今後も継続的に実施していく。

担当課
評価 B

31 49

実
施
し
た

内
容

・令和5年5月15日～19日の新任副主幹研修にてﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽに関する研修を実施し、12名が受講した。
・3年目職員研修のワークライフデザイン研修は6月20日に開催し、27名が参加した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

予定事業を達成することができた。今後も継続的に実施していく。

担当課
評価 B

人
事
課

実
 
 

績

庁
内
の
女
性
職
員
が

、
出
産

、
育
児

、
介
護
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
か
か
わ
り

な
く

、
経
験
を
積
み
重
ね

、
そ
の
意
思
と
能
力
を
十
分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に

、
職
場
環
境
の
整
備
と
人
材
育
成
へ
の
支
援
を
推
進
し
ま
す

。

人
事
課

実
 
 

績

女
性
職
員
を
庁
内
の
多
様
な
部
署
に
お
い
て
登
用
す
る
な
ど

、
女
性

職
員
の
意
欲
と
能
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す

。

市
の
す
べ
て
の
職
員
に
対
し
て

、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
等
を
行
い

、
男
女
共
同
参
画
の
意

識
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

人
事
課実

 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

・セクハラＱ＆Ａやセクハラ防止基本方針、セクハラ防止要綱の周知。

予
定
す
る

事
業
内
容

・既存の情報紙等を活用し庁内に情報を周知。
・職員男女共同参画研修会の実施。

予
定
す
る

事
業
内
容

・ワークライフバランスに関する研修の実施。

予
定
す
る

事
業
内
容

・人事異動等による登用。
・市町村アカデミー等外部研修への派遣。
・管理職をめざすステップアップ講座（市町村アカデミー）への継続的な派遣。

職
員
の
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

職
員
の
男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り

女
性
職
員
の
登
用
促
進
と
職
域
拡
大

女
性
職
員
の
管
理
職
等
へ
の
登
用
促
進
と
職
域
の
拡
大

「
女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画

」
の
円
滑

な
推
進

「
女
性
職
員
の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動
計
画

」
の
円
滑

な
推
進
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅳ　連携と協力で取り組みを進めるまち

施策14．連携と協力による推進体制の整備

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

32 50

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画庁内検討会議を開催し、計画の推進を図るとともに、近年の男女共同参画分野の動向などを共有した。
・国・県からの男女共同参画に関する情報を庁内会議にて共有した。
・第五次戸田市男女共同参画計画改定版の策定に向けて、内容の検討を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・計画推進のため、関係各課に積極的に協力を求め、連携を図っていく。

担当課
評価 B

33 51

実
施
し
た

内
容

・第五次計画の進捗調査を実施し、結果を男女共同参画推進委員会にて報告後、HPに公表した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・引き続き第五次計画の推進と進捗管理を着実に進めていく。

担当課
評価 B

34 52

実
施
し
た

内
容

・男女共同参画推進委員会の会議を開催し（5回）、第五次計画の進捗管理や第五次戸田市男女共同参画計画改定版の策定に向
けた検討等を行った。
・あいパル運営委員会に出席し、意見交換等を行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

推進委員会については、今後も継続して開催し、検討事項の審議などを実施していく。
あいパル運営委員会の中で、男女共同参画の推進を積極的に働きかけていく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・あいパル運営委員会は4回開催した。議題として「委員が感じている男女共同参画」、「男女共同参画推進を目指す社会にとって、
妨げとなる言葉」を取り上げ、それぞれの意見を共有するほか、事業の報告等を行った。
・あいパルサポーターズ倶楽部団体会員懇談会は4回開催し、あいパルフェスタの企画、運営、振り返りをした。
・戸田市男女共同参画推進委員会へ出席し、市民委員と意識共有した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・あいパルBO-SAI Clubは計10回の会議を開催し、活動に関する意見交換や、活動のひとつであるイベント「防災カフェ」の振返り等
を行った。防災関連イベントに参加した人へ配布するポイントカードの運用等、イベントへの関心を高める工夫について会員と協働し
て取り組んだ。
・今後も引き続き、団体会員の活動継続に向けてサポートしていく。
・昨年度同様に、市民にわかりやすく伝えるため、あいパル運営委員会の議事録をニュースレター形式にして、SNSで発信、館内に
掲示した。男女共同参画の視点を踏まえた防災の取り組みについて広く発信できた。

担当課
評価 Ｂ

・第五次計画の進捗状況調査の実施と結果の公表。

予
定
す
る

事
業
内
容

・男女共同参画推進委員会の開催。
・あいパル運営委員会への出席。

あ
い
パ
ル実

 
 

績

協
働
推
進
課

実
 
 

績

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

、
市
民
・
行
政
の

両
面
か
ら
調
査
を
実
施
し

、
計
画
の
進
行
管
理

を
行
い
ま
す

。

協
働
推
進
課

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
の
計
画
策
定
や
仕
組
み
づ
く
り
を
市
民
と
連
携
・
協
力
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に

、
市
民
の
視
点
か
ら
計
画
の
進

捗
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

協
働
推
進
課実

 
 

績

全
庁
的
に
男
女
共
同
参
画
を
促
進
す
る
た
め

、
庁
内
の

組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

・戸田市男女共同参画庁内検討会議による計画の推進。

計
画
推
進
に
関
す
る
市
民
・
事
業
者
と
の
連
携

市
民
参
加
の
計
画
の
推
進
体
制
の
充
実

あいパル運営委員会の会議、あいパルサポーターズ倶楽部団体会員の懇談会を開催、戸田市男女協働推進委員会への出席によ
り、あいパル運営やイベントについて意見を吸い上げ協働して取り組む。

予
定
す
る

事
業
内
容

庁
内
の
推
進
組
織
の
充
実

庁
内
の
推
進
体
制
の
充
実

計
画
の
進
行
管
理
の
実
施

計
画
の
進
行
管
理
体
制
の
充
実

実
 
 

績
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［第五次戸田市男女共同参画計画改定版　事業管理シート］

目標Ⅳ　連携と協力で取り組みを進めるまち

施策14．連携と協力による推進体制の整備

施
策
の

方
向

具
体
的

取
り
組
み

施
策
の

内
容

令和５年度

担
当
課
所

53

実
施
し
た

内
容

・「つばさ」編集協力員（市民）にて作成編集作業を実施した。
・男女共同参画推進委員会にて、応募のあった川柳について審議するとともに、今後の啓発活動について検討した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も市民と協力して、計画推進に取り組んでいく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・手芸ボランティア、囲碁将棋ボランティア、おもちゃの病院トイ・ドクター、読み聞かせボランティア、介護予防体操リーダー、ボード
ゲームひろばボランティアの活動を支援した。3月末時点でのサポーターズ倶楽部個人会員の登録者数は45人。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

・今年度より、男女共同参画推進委員の有志による「あいパルフェスタ」内での啓発活動は行わないこととなった。来年度以降は市
民ボランティアを募り協働して、市民に男女共同参画に関する意識啓発を行っていく。
・サポーターズ倶楽部個人会員の高齢化により、7人の退会があった。引き続き、登録を継続する会員及び新規登録会員のボラン
ティア活動を支援していく。

担当課
評価 Ｂ

54

実
施
し
た

内
容

・関係機関の情報を市役所情報コーナー等にて周知した。
・関係機関（経済戦略室等）と連携し、情報を提供した。
・男女共同参画情報紙「つばさ」において、市内事業者を紹介し、PRを行った。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も関係機関と連携し、継続して情報提供・発信等を実施していく。

担当課
評価 B

実
施
し
た

内
容

・パンフレットの配架を行う等、各種関連法律等の周知・啓発を行った。
・商工会や事業所等と連携し、施策を推進した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

今後も、商工会等と連携しながら、市内事業主等へ施策等の周知・啓発を行っていく。

担当課
評価 B

35 55

実
施
し
た

内
容

・国・県関係機関の実施する施策調査などに対応した。
・男女共同参画週間に合わせたパネル展示の実施や、国・県の情報を広報やホームページにおいて周知し、国・県関係機関と連携
し事業を実施した。
・パートナーシップ・ファミリーシップ制度について、県による導入を要望した。

課
題
・

評
価

コ
メ
ン
ト

引き続き、国・県等の関係機関と連携を図っていく。

担当課
評価 B

協
働
推
進
課

実
 
 

績

予
定
す
る

事
業
内
容

年2回のイベントにおける男女共同参画推進委員会委員の啓発活動の支援
市民が企画した男女共同参画に関する講座をバックアップする。

・男女共同参画情報紙「つばさ」編集協力への市民の参加促進。
・男女共同参画推進委員会委員と連携した啓発活動。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

経
済
戦
略
室

実
 
 

績

計
画
推
進
に
関
す
る
市
の
事
業
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
参
画
を
得
な
が
ら
確
実
に
推
進
し
ま

す

。

協
働
推
進
課

実
 
 

績

あ
い
パ
ル

実
 
 

績

計
画
推
進
に
関
す
る
市
民
参
加
の
促
進

・国・県の施策に参画し、市の取組に反映する。
・国・県への要望を必要な場合には行う。

予
定
す
る

事
業
内
容

・各種関連法律等の周知・啓発。
・商工会や事業所等との連携による施策の推進。

国
・
県
等
と
の
連
携

国
・
県
等
関
係
機
関
と
の
連
携

予
定
す
る

事
業
内
容

男
女
の
労
働
者
の
雇
用
機
会
均
等
や

、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
を
推
進
す
る
た
め

、
事
業
所
と
連

携
し
な
が
ら
施
策
を
推
進
し
ま
す

。

予
定
す
る

事
業
内
容

・男女雇用機会均等法の普及・啓発のための周知。
・関係機関と連携による情報提供。

計
画
推
進
に
関
す
る
事
業
所
と
の
連
携

予
定
す
る

事
業
内
容

計
画
の
推
進
に
あ
た
り

、
国
や
県
等
の
関
連
機
関
等
と
の
連

携
を
強
化
し
ま
す

。
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第４期第１０回    

戸田市男女共同参画推進委員会 

報告２    

 

 

     

 

 

戸田市では、誰もがそれぞれの違いや多様な生き方を尊重し、個性と能力を十分に

発揮できる社会の実現に向け、様々な施策を進めています。その一環として、令和４

年１０月から戸田市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度を導入しています。 

 

戸田市では令和６年４月から制度届出者の転出入時における手続き負担を軽減す

るため、埼玉県内６２市町村によるパートナーシップ制度等の連携協定を締結してい

ます。 

令和６年１１月１日より、新たに県外を含め、連携自治体が大幅に拡大しました。 

これにより、連携自治体間の転出入時に、提出書類の一部省略や届出内容の引継ぎ 

ができる等、制度の継続利用が可能となります。 

 

 １ 連携開始日 令和６年１１月１日(金) 

 

２ 連携自治体 

 １９府県１９１市町村 計２１０自治体 

 

 

〇問い合わせ：協働推進課 男女共同参画担当  

℡048‐441‐1800（内線 428） 

 

 

 

「パートナーシップ制度自治体間連携ネットワーク」に参加 

～連携自治体が 19府県 19１市町村の計 2１０自治体に大幅拡大～ 

令和６年１０月 日発信 

発信：市長公室 広報・広聴担当 

℡ 048-441-1800（内線 438） 
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075-222-3096
0773-24-7022
0773 42 2030
0771-25-5075

https://www.city.muko.kyoto.jp/kurashi/soshiki/hurusatosouseisuisinnbu/koutyoukyoudouka/1/dannjyo/1632896483703.html https://www.city.muko.kyoto.jp/kurashi/soshiki/hurusatosouseisuisinnbu/koutyoukyoudouka/1/dannjyo/1706178696628.html 075-874-1409
075-955-3180

https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/135/011/000/index_1005406.html https://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/135/011/000/1005406/1005406_1_501_2.pdf 0771-68-0015
0774-75-1217

https://www.town.oyamazaki.kyoto.jp/annai/kyoikuiinkai/sportshinkogakari/canzyokyoudousankakusuisinzigyou/9758.html https://www.town.oyamazaki.kyoto.jp/annai/kyoikuiinkai/sportshinkogakari/canzyokyoudousankakusuisinzigyou/10182.html 075-956-2101
  https://www.pref.osaka.lg.jp/o070020/jinken/sogi_partnership/index.html 06-6210-9281

https://www.city.osaka.lg.jp/shimin/page/0000439064.html#index_anchor_57 06-6532-7631
https://www.city.sakai.lg.jp/shisei/jinken/jinken/sakaipartnership.html https://www.city.sakai.lg.jp/shisei/jinken/jinken/partnershipurenkei.html 072-228-7159
https://www.city.ikeda.osaka.jp/soshiki/siminseikatsu/jinkenbunka/jinken/15869.html https://www.city.ikeda.osaka.jp/soshiki/siminseikatsu/jinkenbunka/jinken/15869.html 072-754-6231

06-6384-1513
https://www.city.kaizuka.lg.jp/kakuka/shiminseikatsu/jinken/topics/partnershipsenseiseido.html https://www.city.kaizuka.lg.jp/kakuka/shiminseikatsu/jinken/topics/partnershipsenseiseido.html 072-433-7160

072-841-1424
https://www.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/shimin/jinken/menu/sexual_minority/58214.html https://www.city.ibaraki.osaka.jp/kikou/shimin/jinken/menu/sexual_minority/58951.html 072-620-1640
https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/kyoudou/jinken/menu/12248.html 072-463-1212

0721-25-1000( 474)
072-332-5705
072-800-3255
078-362-9135

https://www.city.kobe.lg.jp/a27419/kurashi/activate/human/life_partner/seido_annai.html https://www.city.kobe.lg.jp/a27419/kurashi/activate/human/life_partner/seido_annai.html 078-322-5233
079-221-2376

https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/hataraku/danjo/1024654/1024422.html https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/hataraku/danjo/1024654/1037283.html 06-6489-6658
https://www.city.akashi.lg.jp/seisaku/sdgs/partnershipfamilyship.html https://www.city.akashi.lg.jp/seisaku/sdgs/jititairenkei-lgbtqsogie.html 078-918-6056
https://www.nishi.or.jp/bunka/danjokyodosankaku/tayousei_torikumi/partnership.html https://www.nishi.or.jp/bunka/danjokyodosankaku/tayousei_torikumi/partnershipkyoutei.html 0798-64-9495

0797-38-2055
https://www.city.itami.lg.jp/SOSIKI/SHIMIN/JINKEN/douwa_jinkenkankei/senseiseido/1589332721550.html https://www.city.itami.lg.jp/SOSIKI/SHIMIN/JINKEN/douwa_jinkenkankei/senseiseido/37989.html 072-784-8077
https://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/shiminbu/kyoudou/seinotayousei/39989.html https://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/shiminbu/kyoudou/seinotayousei/39989.html 079-424-7172
https://www.city.takarazuka.hyogo.jp/kyoiku/jinken/1021192/1022571.html https://www.city.takarazuka.hyogo.jp/kyoiku/jinken/1021192/1041255.html 0797-77-9100

0794-82-8388
https://www.city.takasago.lg.jp/soshikikarasagasu/jinkensuishinka/sonohokafukushi/1/seinotayousei/8752.html https://www.city.takasago.lg.jp/soshikikarasagasu/jinkensuishinka/sonohokafukushi/1/seinotayousei/10455.html 079-443-9060
https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/kurashi/shimin/jinken/1011407.html https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/kurashi/shimin/jinken/1011407.html 072-740-1150
https://www.city.sanda.lg.jp/soshiki/26/gyomu/heiwa_jinken/jinken/sexualminorities/2163.html#wrapper https://www.city.sanda.lg.jp/soshiki/26/gyomu/heiwa_jinken/jinken/sexualminorities/2163.html#wrapper 079-559-5062

0790-42-8706
https://www.city.tambasasayama.lg.jp/soshikikarasagasu/jinkensuishinka/soudankeihatu/23509.html https://www.city.tambasasayama.lg.jp/soshikikarasagasu/jinkensuishinka/soudankeihatu/23509.html 079-552-1511
https://www.city.tamba.lg.jp/soshiki/jinkenkehatsusenta/gyomuannai/8/lgbt/3852.html https://www.city.tamba.lg.jp/soshiki/jinkenkehatsusenta/gyomuannai/8/lgbt/3852.html 0795-82-0242
https://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/soshiki/shimin/partnership-seido.html https://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/soshiki/shimin/partnership-seido.html 0799-43-5212

0799-64-2521
https://www.city.shiso.lg.jp/soshiki/shiminseikatsu/jinkensuisin/tantojoho/PF/18143.html 0790-63-0840

0791-64-3151
https://www.town.inagawa.lg.jp/soshiki/seikatsu/hukusikajinken/jinken/sojilgbtq/1617173834879.html 072-768-0217

079-435-2364
https://www.pref.nara.jp/65950.htm 0742-27-8716
https://www.city.yamatokoriyama.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/jinken_danjokyodosankaku/jinkenshisaku/7080.html 0743-53-1151( 332)
https://x.gd/akpLt 0743-65-0130

0743-74-1111( 4361)
0745-49-0195
0745-74-1001

https://www.town.nara-kawanishi.lg.jp/ 0745-44-2611
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031400/danjo/minority/d00208844.html https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031400/danjo/minority/d00208844.html 073-441-2510
http://www.city.hashimoto.lg.jp/guide/sogoseisakubu/jinkendanjyosuishin/paatonasittupu/16155.html http://www.city.hashimoto.lg.jp/guide/sogoseisakubu/jinkendanjyosuishin/paatonasittupu/18517.html 0736-33-1299

0735-23-3359
0735-52-2945

https://www.town.kushimoto.wakayama.jp/kurashi/jinken/partnership-familyship.html https://www.town.kushimoto.wakayama.jp 0735-62-0561
0865-69-2120
092-643-3325
093-562-5010

https://www.city.fukuoka.lg.jp/shimin/jinkenkikaku/life/lgbt/partnership.html 092-711-4338
0949 25 2105
0947-85-7134
092-942-1128
0940-43-8129

https://www.town.kasuya.fukuoka.jp/s037/070/010/010/010/20220329100624.html https://www.town.kasuya.fukuoka.jp/s037/070/010/010/010/20240904123329.html 092-938-0243
https://www.town.kawara.fukuoka.jp/s002/020/010/20230210130956.html 0947-32-8407
https://tsutaeru.cloud/easy.php?uri=https%3A%2F%2Fwww.town.kanda.lg.jp%2Fpage%2F2363.html 093-434-1958

0952-25-7063
https://www.city.karatsu.lg.jp/jinken/kurashi/jinken/paatonaasippu.html 0955-72-9125

0952-52-2181
https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/Detail.aspx?c_id=5&id=23525 https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/Detail.aspx?c_id=5&id=23525 096-328-2262

0968-25-7209
097-506-3172

https://www.city.hita.oita.jp/soshiki/shiminkankyobu/jinken/keihatsusuishin/kyodo_jinken/keihatu/partner_ship/14451.html 0973-22-8017
0974-22-1039



10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 未記入 計

14 24 2 10 19 13 4 11 3 100

男性 女性 （　　） 回答しない 未記入 計

21 77 0 0 2 100

戸田市やあいパルのことをもっと知れてよかったです。（10代女性）

知らないことが知れた。（40代女性）

取り組み、知らないこともありました。あいパル色々利用しています。（70代女性）

男女を気にせず生きられると良いと思います。（30代女性）

第４期第１０回

戸田市男女共同参画推進委員会

報告３

１０月１３日(日)　ピンクリボンフライベント　啓発活動アンケート結果        　　　　　　　　　　　　　   

年代

性別

新しく知れたものもあって、おもしろかった。（10代女性）

共同参画が何か分からなかったけど、知る機会になりました。（40代女性）

クイズに参加した感想や戸田市の男女共同参画事業へのご意見

あいパルのような施設がさいたま市にもできたらいいなと思うくらいとてもいい施設だと思います。（10代女性）

あいパルのような施設が増えてほしいと思いました。（10代女性）

楽しかったです。（70代女性）

戸田市さんの活動すばらしいと思います。市民に優しい活動、これからも楽しみにしております。（50代女性）

色々な事業をやっていることが分かった。（60代女性）

戸田市の男女共同参画について、子供でも知れるようなクイズ形式なのはとてもいいと思った。（10代男性）

戸田市に関する取り組みが多々あり、男女での参画情報が出回っていて良かったと思います。（10代女性）

男女共同の拠点が近くにあるのでよかったです。（40代女性）

知らない所で、ジェンダーの取り組みが戸田で行われていると知った。（10代女性）



戸田のことを知れるきっかけとなってよかったです。「つばさ」も家に持って帰って読んでみたいです。（10代男性）

戸田に住んでいるので、意識をもっていくよい機会になりました。（50代女性）

意外と知らないことが多かった。新たに知ることができてよかったです。（10代男性）

戸田市の情報について知れた。（10代男性）

この施設は最高です。（10代男性）

戸田市のこのような施設に、このようなクイズなどがあってとても面白いと思いました。（10代男性）

このクイズに参加して、知らなかったことが分かりよかったです。（10代男性）

係の方の説明を聞きながら回答できました。知るきっかけになりよかったです。（20代女性）

会社でもLGBTQの取り組みをしているので、戸田市にもあることでよく身近に感じられました。（40代女性）

身近に男女共同参画事業を感じることができました。いつも利用しているあいパルなので、またパネルを見に行きたいです。（40代女性）

ピンクリボンとても楽しいイベントでした。（50代女性）

あいパルのことがよく分かりました。（10代女性）

あいパルについて知ることができました。（30代女性）

男女共同参画は聞いたことがあったが、よく意味や活動が分からなかったので勉強になった。（70代女性）

あいパルのような施設があって、とても素敵です。（70代女性）

あいパルのことが詳しく分かってよかったです。（40代男性）

応援してます。（40代女性）

あいパルにお世話になってます。（70代女性）

戸田市も進んでいると感じました。（60代女性）

みんなが笑顔にしてほしい。ジェンダーの意見が多すぎる。（50代女性）

あいパルよく来ます。（70代女性）

説明が分かりやすかったです。（40代女性）

これからは掲示をよく見るようにします。（60代男性）

知っているようで知らなかったです。（70代女性）

あいパルよく来てます。（40代男性）



男女共同参画って何だろう
さ ん か く

～みんなが認めあい・支えあい・輝くまち　とだ～

小学生向け

戸田市
■発行：戸田市協

きょう
働
どう
推
すい
進
しん
課
か
　令和７年２月発行　〒335-8588　戸田市上戸田1-18-1

電話：048-424-9559（直通）　ファクス：048-433-2200　メール：community@city.toda.saitama.jp
本紙は環境に配慮し、「大豆油インキ」を使用しています。

✿✿チェックリストチェックリスト

　「わかる！そうだ！」 と思うもの全部に〇をつけてみよう！

１ 料理や掃除は、 できる人がやればいい

２ 「ふつう」 ・ 「当たり前」 の考え方は、 人によって違う

３ 好きな色やファッションは、 男の子 ・ 女の子の性別とは関係ない

４ うわさを信じすぎないで、 自分でしっかり確認する

５ 嫌だと思うことは、 我慢しないで嫌だと言う

６ 自分らしくいるって、 とっても素敵

７ 困ったことは、 ひとりで悩まないで相談する

８ 自分とみんなの心と体、 そして命を大事にする

〇は何個ありましたか？

このリストに書いてあることは全部みなさんに大切にしてほしいことです。

相手のことを思いやり、 自分との違いとお互いの良さを分かり合うことで、

男の子も女の子も性別に関係なく、 いろいろなことにチャレンジでき、

自分らしく輝くことができます

✿✿保護者の皆様へ保護者の皆様へ

　戸田市では、 誰もが多様性を尊重され、 個性と能力を十分発揮できる社会を目指しています。

　 「男らしさ」 や 「女だから」 と決めつけるアンコンシャスバイアス ( 無意識の偏見 ) を無くし、

「みんな違って当たり前、みんなそれぞれ素敵な存在」であると、私たち大人が伝えていきましょう。

　 男の子は黒色 ・ 女の子は赤色のランドセルが当たり前だった時代から、 色とりどりのランドセル

が眩しい現代を経て、 皆が 「自分らしく」 輝く未来のために、 ご家族でこのパンフレットを

ご活用いただければ幸いです。

上戸田地域交流センター「あいパル」は戸田市の男女共同参画の推進拠点です

１階 階段前には男女
共同参画情報コーナー
があり、チラシや資料
の配架をしています。

２階 図書館分館には
男女共同参画書架があ
り、新刊本コーナーや
特集棚で図書を紹介し
ています。

あいパルキャラクター

戸田市男女共同参画キャラクター
「ビリーちゃん」「リブちゃん」

　「男女共同参画」とは、『みんなが相手のことを思いやり、お互い
の違いを理解して、性別に関係なくいろいろなことにチャレンジし
て自分らしく輝くことができる』ことです。
　このパンフレットを読んで、「男女共同参画」について考えてみて
ください。
　また、みなさんが成長して大人になっていく中で、仕事や家庭な
ど、いろいろな場面で「男女共同参画」を大切にしてください。



「女」と「男」だけでなく、いろいろな性のあり方があります。「女」と「男」だけでなく、いろいろな性のあり方があります。
Ｌesbian（レズビアン）：こころが女性で、女性を好きになる人のこと。
Gay（ゲイ）：こころが男性で、男性を好きになる人のこと。
Ｂisexual（バイセクシャル）：女性も男性も好きになる人のこと。
Ｔransgender（トランスジェンダー）：からだの性とこころの性が一致しないため、違和感を持つ人。
Questioning（クエスチョニング）：自分の性別や好きになる性別が決められない、分からないなどの人。
※この頭の文字をとって、「LGBTQ」と呼ばれます。

「みんなに守ってほしい 3つのルール」

「みんなに大切にしてほしいこと」

×
１

２

３

×

わたしたちにできること
男女共同参

さん
画
かく
を進めていくために、みなさんに大切にしてほしいことと、

守ってほしいルールがあります。
学校やお家でできることから始めて みてください。

友達をいじめたり、
暴
ぼう

力
りょく

をふるったりしてはいけません。
言葉や行動で相手を傷つけてはいけません。

性別によって、相手を差別
してはいけません。
「男だから」「女だから」と
決めつけないで、
ひとりひとりの個性や
気持ちを大切にしましょう。

性別によって、相手の役
やく

割
わり

を
決めつけてはいけません。
どんなこともみんなで協力して
取り組みましょう。

相手のことを思いやり、相手が自分
と違
ちが
うということを理解しましょう。

自分のやりたいことや夢に
積極的にチャレンジしましょう。

みんなのルールを決めるときは、
意見を出し合って決めましょう。

掃
そう
除
じ
・洗
せん
濯
たく
・料理・ゴミ出しなどの家の

仕事は、家族みんなで分
ぶん
担
たん
して協力

し合ってやりましょう。

男女共同参
さん
画
かく
について、本で調べたり勉強したりして、自分にできることを考えてみましょう。

いじめられたらひとりで

かかえ込まないで！

だれかに相談しよう！

スカートが好きな

女の子も、ズボンが好き

な女の子もいるよ。

料理するのが

好きだよ！

洗濯物がきれい

になると気分が

いいね！

みんなと意見が

違
ちが

っても、自分が思っ

ていることをきちんと

話そうね！

自分らしさも
ひとりひとり
違
ちが

うよね！

白バイ隊員になるのが夢

泣くことは

「男らしくないこと」

ではありません。

それぞれの個性を

大切にしましょう！

性別で区別するのは

やめよう！

×

×
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戸田市男女共同参画キャラクター

ビ
リ
ー
ち
ゃ
ん

リ
ブ
ち
ゃん

男女共同参画って何だろう
～ぼくたち　わたしたちにできること～

さ ん か く

みなさんは、「男女共同参
さんかく
画」という言葉を知っていますか。

「男女共同参
さんかく
画」は、これからみなさんが成長し大人になって

いく中で、仕事や家庭など、いろいろな場面で大切にしてほしい
ことの一つです。
みなさんもこのパンフレットを読んで、男女共同参

さんかく
画について

考えてみてください。

男女共同参
さんかく
画の「参

さんかく
画」って何だろう？

戸田市男女共同参
さんかく
画キャラクター「ビリーちゃん」「リブちゃん」

先生、男女共同参
さんかく
画の「参

さんかく
画」ってどういう意味ですか？

胎
たいじ
児がはじめに歩む進化の形ともいわれる勾

まがたま
玉のイメージから生まれました。

「男性または女性になる前の一つの命として向かい合い、共に協力し合って生きていきま
しょう」という願

ねが
いが込

こ
められています。

　“男と女が共に信
しんらい
頼し合い、助け合い、力

の出し合える男女共同参
さんかく
画社会を築

きず
いていこ

う”という意味を込
こ
めた『ビリーブ（Believe）』

から、「ビリーちゃん」「リブちゃん」と名付
けられました。「ビリーちゃん」

「リブちゃん」

きょうどうすいしんか

「「「参参参
さんかくさんかくさんかく
画画画」は、大事なことやルールを決めるときに、」は、大事なことやルールを決めるときに、」は、大事なことやルールを決めるときに、

そのグループの１人として仲間に入って、自分の意見をそのグループの１人として仲間に入って、自分の意見をそのグループの１人として仲間に入って、自分の意見を
言ったり相手の意見を聞いたりすることだよ。言ったり相手の意見を聞いたりすることだよ。言ったり相手の意見を聞いたりすることだよ。

できるわよ。できるわよ。できるわよ。
クラスで大事なことを決めるとき、男の子も女の子もみんながクラスで大事なことを決めるとき、男の子も女の子もみんながクラスで大事なことを決めるとき、男の子も女の子もみんながクラスで大事なことを決めるとき、男の子も女の子もみんながクラスで大事なことを決めるとき、男の子も女の子もみんながクラスで大事なことを決めるとき、男の子も女の子もみんなが
意見を出し合って決めているじゃない。意見を出し合って決めているじゃない。意見を出し合って決めているじゃない。
それが、「男女共同それが、「男女共同それが、「男女共同参参参

さんかくさんかくさんかく
画画画」を大切にしていることになるのよ。」を大切にしていることになるのよ。」を大切にしていることになるのよ。

これからも、クラスの大事なことやルールをこれからも、クラスの大事なことやルールをこれからも、クラスの大事なことやルールを
決めるときは、だれかを仲間外れにしたり、決めるときは、だれかを仲間外れにしたり、決めるときは、だれかを仲間外れにしたり、
仲良しの子だけで決めたりしないで、みんなで仲良しの子だけで決めたりしないで、みんなで仲良しの子だけで決めたりしないで、みんなで
決めるようにしましょうね。決めるようにしましょうね。決めるようにしましょうね。

ふーん、そうなんだぁ。
わたしたちにもできるのかなぁ。

はい。わかりました。
みんなで意見を出し合って決めることが
大切なのですね。

？
子ども用



性別によって、相手を差別
してはいけません。
「男のくせに」「女のくせに」
という考え方はやめ、相手
の個性（性格・考え方）や
気持ちを大切にしましょう。

性別によって、相手の役
やくわり
割を

決めつけてはいけません。
どんなこともみんなで協力し
合って、仲良くやりましょう。

男女共同参
さんかく

画とは、『みんなが、相手
のことを思いやり、相手が自分と違

ちが

う
ということをお互

たが

いに理解し合うこと
で、男の子も女の子も性別に関係なく、
いろいろなことにチャレンジでき、
自分らしく輝くことができる』ことです。

男女共同参
さんかく

画を進めていくために、みなさんに大切にしてほしいことと、守ってほしいルールがあります。
学校やお家でできることから始めて   みてください。

男女共同  参
さ ん か く

画って何だろう？

２

３

「みんなに大切にしてほしいこと」 「みんなに守ってほしい3つのルール」

相手のことを思いやり、相手が自分
と違

ちが

うということを理解しましょう。

みんなのルールを決めるときは、
意見を出し合って決めましょう。

男女共同参
さんかく
画について、本で調べたり勉強したりして、自分にできることを考えてみましょう。

掃
そ う じ

除・洗
せんたく

濯・料理・ゴミ出しなどの家の
仕事は、家族みんなで役

やくわり

割分
ぶんたん

担し協力
し合ってやるようにしましょう。

自分らしさも
ひとりひとり
違
ちが

うよね！

泣くことは
「男らしくないこと」
ではありません。

それぞれの個性を
大切にしましょう！

みんなと意見が
違
ちが

っても、自分が思って
いることをきちんと
話そうね！

今日はお父さんが
夕食当番だよ！

ぼくは料理するのが

好きだよ！
私は白バイ隊員になるのが夢！

×

自分のやりたいことや夢に
積極的にチャレンジしましょう。

友達をいじめたり、

暴
ぼうりょく
力をふるったりしてはいけません。

スカートが好きな
女の子も、ズボンが好き
な女の子もいるよ。

1 言葉や行動で相手を

傷つけてはいけません。

性別で区別するのは
やめよう！



第４期第１０回    

戸田市男女共同参画推進委員会 

議事２      

男女共同参画に関する市民アンケート調査 

質問項目へのご意見募集                                                                                         
 

今期の委員会は令和６年１２月２１日をもって委嘱期間満了となりますが、計画改定に伴う

市民アンケート調査及び計画改定作業、その他事業について多岐に渡るご意見を賜り、誠に

ありがとうございました。 

今期は計画の改定であり、進捗確認項目の兼ね合いもあったため、市民アンケート調査の

設問等について大幅に見直すことが叶いませんでした。 

このため事務局では、第六次計画策定のための市民アンケート調査について設問を検討す

る際、現委員の皆様からのご意見があれば、併せて検討したいと考えております。 

ご多用のところ恐れ入りますが、別添ファイルの令和５年度実施内容について、修正や追

加のご意見がございましたら、下記に記載の上、事務局へご提出くださいますようお願いい

たします。 

募集期限：令和６年１２月２１日(土)   なお、該当がない場合には回答不要です。 

 

いただいたご意見につきましては、１１月２１日(木)の委員会では紹介せず、事務局資料と

して引き継ぎますので、ご承知おきください。 

 

１． 変更や追加をしたほうが良いと感じる設問がございましたら、ご記入ください。 

(１)設問 (２)理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．その他、第六次計画策定に関するご意見等ございましたら、ご記入ください。 

 

 

３．委員氏名をご記入ください。 

氏名                

【担当】 
戸田市市民生活部 協働推進課 
男女共同参画担当：清水、茂木 
電話：048-424-9559（直通） 
FAX：048-433-2200 
メール：community@city.toda.saitama.jp 

 

✿ご協力いただきましてありがとうございました。✿ 
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